
Title 労務管理に関する若干の考察
Sub Title
Author 小高, 泰雄

Publisher 慶應義塾理財学会
Publication year 1940

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.34, No.10 (1940. 10) ,p.1741(403)- 1768(430) 
JaLC DOI 10.14991/001.19401001-0403
Abstract
Notes 皇紀二千六百年慶應義塾大學部設立五十年記念論文集
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19401001-

0403

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


勞

務

管

理

に

關

す

る

若

干

め

考

察

，

小

高

泰

r

勞
務
管
理
の
.發

展、

1
1

,

勞
務
管
理
と
產
業
報
國
運
動
，

'

:'
:

.

- '

.

'

.

1

!
>
勞
務
管
理
と 

i

性
-

■•
:
'
.
.

 

へ
'

'.
'

.

本
編
ば
辧
霜
織
編
.

の
中
の
勞
務
組
織
論
の1

節
で
-

あ
る
タ
_

.
:

:

:
.
1
.

-

■

:

■■
;

■
.

.

■

■

.

經
營
に
於
け
る
勞
務
管
理
は
現
今
大
規
模
生
鹿
經
濟
に
於
い
て
重
要
な
る
經
營
機
能
と
し
て
認
識
せ
ら
れ
、
人
事
管
理
課
と
か
努
務

.
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課
と
加
.の
名
稱
を
以
つ
て
組
織
化
せ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
は

.一般
に
知
ら
れ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
組
織
化
は
夙
に
米
國
に
於
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に
#

.
へ
ば
旣
.に
歐
洲
大
戰
前
ー
九
 

一
ニ
年
に
於
い
て
十
二
の
大
會
社
が
こ
の
部
門
を
包
街 

ー
し
，、

漸

次

發

達

し

現

在

に

於

い

て

は

"

エ
員
^ ;

五
百
人
以
上
を
有
す
る
1

千
.

の
#

社
に
於
い
て
高
級
職
* 1

.が
直
接
興
の
管
理
の
任
に
當 

0 '
.

て
ゐ
：る
の
で
あ
つ
て
、
其
.Q.

.

重
要
性
は
愈
.

々
大
な
る
•

も
.

Q
,

が
あ
‘

る
.

と
一K

は
れ
て
ゐ
る

(

驻
一〕

。
.我
國
に
於
い
て
も
大
規
模
經
營
に
し 

|

眘
理
に
關
す

：

る
.若

干

め

考

察'

.

:

四
0

三

(
一
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四一
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勞
務
管
姻
に
縛
す
る
若
干
の
考
察 
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四
6
四

、

(

1
七
四
ニ) 

^

 

て
こ
の
制
度
を
設
け
て
ゐ
な
い
も
の
は
.な
.い
狀
態
.で

あ

る
.0

最
近
.我
.國
に
於
け
を
一
般
生
產
業
者
の
間
に
、
或
は
勞
働
問
題
硏
究
諸
園 

徹
或
は
經
營
學
者
間
に
勞
務
管
.理

は

經

營

土

，の

實

際

問

題

と
し
て.
廣
く
取
办
上
げ
ら
れ
る
に
至
つ
た
も
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
關
東
產
業 

團
體
聯
合
會
が
產
業
平
和
調
査
寶
會
を
勞
務
管
理
專
門
'委
員
會
と
改
稱
し
て
勞
務
管
理
に
關
す
る
研
究
報
告
#
を
開
催
せ
る
如
き
、
 

或
は
.近
く
催
さ
る
、
大
阪
產
業
安
全
大
會
に.
於.
い
て
、.
こ
の
問
題
が
免
際
家
、
.專
門
家
に
よ
.つ
て
討
議
せ
ら
る
、
如
き
、
更
に
又
最
近 

の
產
業
報_

運
動
に
關
聯
し
て
經
營
舉
者
が
こ.
の
方
面
に
多
く
の
注
目.
を
な
し
0

%.
あ
，る
如
き
で
あ
る
0

か
く
勞
务
管
報
が
實
讲
の
問

「 

-

■

 

.

.

.

 

ノ 

.

.

 

.

題
•と
し
て
、
.重
要
性
を
加
へ
.來
つ
た
I

は
、
現
在
.の
我
國
の
戰
時
統
制
經
濟
の
進
行
と
\
も
に
勞
務
者
の
轉
換
に
對
す
る
袖
給
、
技 

食

養

成

福

禾

施

^

國
體
精
神
作
興
.が
重
要
：な
.る
.問
題
と
し
て
、
.經
營
活
動
の
前
面
に
押
し
進
め
ら
れ
て
來
た
結
果
に
外
な
ら
な
い 

の
で
あ
る
が
、
勞
務
管
理
.そ
れ
自
體
の
.必
要
は
旣
に
早
く
統
制
經
濟
以
前
に
於
い
て
痛
感
せ
ら
れ
、
經
營
內
に
於
け
る
一
制
度
と
し
て 

廣
く
存
在
し
て
ゐ
.た
：の
で
あ
る
o
' 

.

I 
- 

.

.

は
.

先
づ
勞
務

|

制

度

の

霞

に

つ

い

®

干
の
考
f

し
よ
ぅ
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勞
務
管
理
は
我
國
に
於
い
て
人
事
管
理
の
語
と
並
び
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、.

鼢
述
の
樣
に
本
制
度
の

.

最
'
も

早

く

發

展

し

た
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國

に

於 
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て
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と
呼
ば
れ
て
ゐ
る
。
經
營
に
於
け
る
本

«1
1
]度
の

、機

能

が

如

何

な

る
も

.

の
で
あ
る
か
は
文
献
に
よ
つ
.て
多
少
の
相
異
も
あ
る
し
叉
各
企
業
に
よ
つ
て
異
つ
て

ゐ
る
と

こ

ろ

で

あ

ら

ぅ

け

れ
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1
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力
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©
確
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考
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四
、
被
傭
第
の
敎
育
と
訓
練
：
'
:

五
、
人
事
硏
究
ハ
胜
ニ) 

：
' 

; 

•
.

か
.
る̂
機
能
か
ら
も
容
易
に
考
へ
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
は
經
營
に
於
げ
る
勞
務
者
の
單
な
る
移
動
を
管
掌
す
る
の
み
で
な
く
、
勞
働 

漭
の
經
營
に
於
け
る
活
動
を
一
個
の
人
間
生
活
と
し
て
矛
盾
な
き
も
の
た
ら
し
め
、
か
く
し
て
勞
働
能
力
と
作
業
意
志
を
合
理
的
に
上

昇
せ
し
め
ん
と
す
る
機
能
を
果
し
て
ゐ
る

も

*<
D
で
あ
る
と
.云

ふこ
と

.も

出
^
よ

う(

餘
，三〕

。
か
\
る
勞
務
管
理
の
機
能
か
經
營
全
機
能

.
.

.
.

.
.

.

 

-
, 

.

の
中
如
何
な
る
地
位
を
占
め
て
ゐ
る
か
を
一
考
し
よ
う
。
個
別
生
産
經
濟
の
經
營
は
經
濟
性
あ
る
財
或
は
給
付
の
提
供
を
生
命
と
し
で 

ゐ
る
こ
と
はJ

K

ふ
迄
も
な
く
明
か
な
と
で
ろ
で
あ
る
。
然
し
か
、
る
財
或
は
給
付
は
十
分
に
合
理
的
條
件
の
も
と
に
於
い
て
行
は
れ
る 

こ
と
に
よ
つ
て
の
み
，其
の
經
濟
性
を
維
持
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
其
の
合
理
g
l^
#

<D
内
容
を
な
す
も
の
は
、(

一
；高
度
國
防
國
家
建 

設
上
の
要
求
に
順
應
す
谷
財
の
生
產
卽
ち
國
防
的
合
理
性
、(

一
一)

生
產
經
濟
が
企
業
經
營
で
あ
る
以
上
、
資
本
の
運
用
と
利
益
處
理
卽 

ち
財
政
上
の
.合
理
牲
、(

三)

資
源
の
經
濟
的
利
用
の
要
求
に
十
分
合
致
す
る
生
產
技
術
上
の
合
理
性
、(

四)

經
營
機
能
の
分
擔
者
た
る 

勞
潴
者
の
生
括
上
の
要
求
と
馳
背
す
る
こ
と
な
き
齡
營
生
活
合
理
.性
が
こ
れ
で
あ
る
。 

•

.

こ
れ
等
四
個
の
合
理
性
は
現
在
の
銃
制
經
濟
下
に
於
け
る
經
營
活
動
の
合
理
性
を
批
判
す
べ
き
規
準
で
あ
り
、
經
營
原
理
た
る
，も
の 

で
あ
る
。
，
こ
の
點
は
別
稿
に
於
い
て
詳
論
す
る
考
へ
.で
あ
る
が
要
す
る
.に
勞
務
管
理
機
能
は
經
營
生
活
合
理
性
の
達
成
に
直
接
責
任
あ 

,•
•

•

.
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管
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若
干
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考
察

四
O
ふ
ハ

七
四
四

る
機
能
で
あ
り
.、
然
る
限
り
、
そ
は
從
來
屢
々
.

‘

考
ベ
ら
れ
、た
る
如
く
經
營
に
於
け
る
副
次
的
、
補
足
的
機
能
を
果
す
も
の
で
は
な
く
し 

て
、
本
質
的
原
理
的
機
能
を
课
す
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
デ
エ
ビ
スQ

謂
ふ
が
如
く
、
か
\
る
勞
務
管
理
の
經
營
組
織
上
の
献
-!
•
は
、

他
の
組
織
部
分
金
權
成
す
る
計
畫
、
課
備
、
.製
造
、
統
制
、，
配
給
、
訐
算
等
の
諸
機
能
の
組
織
と
は
箸
し
く
異
っ
た
眭
質
を
有
す
る
/)

. 

'

 

.

.

.

.

.

.

.

,-
.

.

 

.
.
.

.で
あ
つ
て
、
.
こ
れ
等
.の
.

.

諸
機
能
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
財
生
産
作
業
部
分
を
分
擔
し
.て
ゐ
る
部
分
的
相
互
制
.約
的
で
あ
'る
に
對
し
て
、
勞
務

管
理
機
能
の
そ
れ
は
、
‘組
織
に
充
當
せ
冷
れ
.る
人
的
能
力
.の
0
0

、■
發
M
と
道
徳
性
の
高
^
を
通
し
て
勞 

務
坐
话
そ
れ
自
體
を
合
理
化
し
て
全
作
業
機
能
を
最
適
な
ら
し
む
る
#::遍
的
性
質
を
有
す
る
も
の
で
あ
る

.
-
.sf
e
pi
l
o.
上
，に

勞

狹

管

理

組

織̂
ー
般
&
.形

態

.>
思
は
る
\
も
の
を
揭
げ
て
置
か
ぅ
0
さ
.て
我
々
は
勞
務
管

> 

• 

. 

. 

•

. 

.

现
機
能
.

Q,

發
展
を
W
究
ず
る
^
先
立
っ
て
、
'機
能
の
組
織
化
を
一
般
的
に
考
察
し
.ょ
ぅ
。
機
能
の
組
織
化

•
....................

 

. 

.

.
:

に
關
す
る
.理
論
的
研
究
は
、.
組
織
化
が
常
に
ニ
つ
の
方
'^
を
と
つ
て
遂
行
せ
ら
れ
る
こ
と
を
敎
妙
る
の
で 

あ
る
0
'分
析
的
組
織
化
.と
綜
合
組
織
化
が
そ
れ
で
あ
る
。
凡
そ
人
間
適
性
と
仕
旗
と
の
關
係
た
る
機
能
が 

實

現

の

給

. #
た
る
が
爲
め
に
は
人
及
び
仕
^
を
權
成
す
るI

切
.の
有
形
無
形
ひ
諸
耍
素
が
組
織
要
素
と
し

てI

定
の
强
制
的
秩
序
の
中
に
包
括
せ
ら
れ
關
聯
せ
し
め
ら
れ
^
こ
と
を
要
す
る
。
經
營
そ
れ
自
體
は
.

J

; 

■ 

■ 

■ 

. 

.

個
の
組
織
で
あ
る
こ
と
は 

一

K

ふ
迄
も
な
い
が
、
經
營
に
於
け
る
人
間
機
能
.の
分
離
は
、
.經
營
內
fo
於
け
る

部
分
的
紙
織
化
を
發
生
せ
し
む
る
に
至
る
'0

從

來

； 1

機
能
と
し
て
猶
立
し
組
織
せ
ら
れ
■
て
ゐ
.

た
も
の
が
、
.
分
折
せ
ら
れ
、
；數
個
の
機
能

-

-

 

.

.

• 

、 

'

.

 

.

.

.

.

 

•

.
.

.
.

と
し
：
て
备
獨々

:*
し
，
て
組
織
化,̂
ら
れ
る
と\
:も
忙
.こ
れ
等
.0
分
立
.せ
る
機
能
間
の
聯
絡
ハ
調
和
、
鞔
制
を
計
る
櫬
能
が
新
に
組
織
化

:
.
.
せ
.ら
れ
.る
0
'.
'
_ち
綜
八
！1|0
.
-
.
織
化
で
あ
る
0
か
#-
な
分
析
的
、
.綜
合
的
組
織
化
の
過
程
は
舉
艄
な
.る
.或
は
.技

術

的

意

味

に

於

け

る

能

率

.の 

&

州
を
目
的
と
し
て
ゐ
る
、

の
で
ば
於
く
し
て
、
.'
.經
營
經
濟
性
の
上
昇
が
究
極
の
支
點
と
な
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
經

■ 

營
の
提
供
す
る
給
休
或
は
生
產
物
の
爲
め
の
截
消
と
社
會
的
評
價
と
.办
均
衡
關
.係
を
.最
良
の
狀
態
.に

置

く

こ

と

が

經

營

者

に

ょ

.っ
て
意 

圖
せ
ら
れ
、

而
し
て
こ
の
意
阔
を
中
心
と
し
■て
、

日
々
の
經
營
活
動
が
計
皲
せ
ら
れ
、
執
行
せ
ら
れ
、

統
制
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ 

る
0
1經
營
に
於
け
る
入
0
勞
務
は
こ
の
經
營
者
の
意
阖
を
實
現
ず
る
^
め
の
協
同
的
粗
動
に
外
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
經
濟
伯
の
上
昇
は 

塞
にI

ヒ
營
活
動
の
根
本
的
命
題
で
あ
.り
、
其

Co
®-
的
に
副
は
ざ
る
限
り
經
營
と
し
て
の
意
味
を
有
し
な
い
。
以
上
述
べ
た
様
な
分
析
綜 

，合
紕
織
化
は
1
.經
營
を
中
心
と
''
1
,て
考
へ
る
と
常
に
#
.組
織
の
形
態
を
採
つ
て
.ゐ
る
も
の
で
あ
る
..
0
何
'と

な

れ

ば

新

た

に

組

織

化

せ

ら 

れ
る
機
能
は
何
等
が
他
の
籠
と
結
合
し
.て
旣
に
.組
織
化
せ
，ら
れ
て4

た
も
の
で
か
る
が
故
で
あ
る
。
さ
て
か
、
る
W
組
織
化
を
生
ぜ 

.し
む
る
原
因
枕
こ
れ
を
經
營
の€

1

部
的
原
因
と
外
部
的
原
.因
.に
分
ク
.こ
と
.が
.出
來
ょ
ぅ
。
前
者
は
旣
存
の
經
營
機
能
の
調
査
、
八
力
析
の 

結
果
坐
じ
來
る
も
の
.で
あ
る
0
與
へ
：ら
れ
た
人
的
物
的
條
件
6
も
と
に
於
い
て
組
織
の
再
編
成
が
行
は
れ
る
0
こ
れ
に
對
し
て
一
層
重 

.要
f

は
外
部
的
諸
原
.

I

。
經
營
は
紙
織
要
素
の
獲
得
と
製
品
の
提
供
.に
關
聯
し
1
他
の
經
&
と
密
接
な
交
通
關
係
に
立
づ
て 

.

ゐ
：る
の
で
あ
っ
て
、

獲
得
.せ
ら
れ
る
組
織
要
素
自
體
の
變
化
、' 

漉

得

條

仲

，の
變
化
、
彳
提
供
せ
•る

製

品

に

對

す

る

需

要

の

量
的
質
的
變 

化
、
.評
價
の
變
化
、
組
織
.要
素
に
對
ず
る
社
會
的
銃
制
等
々
が
不
斷
に
經
營
内
部
に
於
け
る
機
能
の
分
化
と
綜
合
を
發
生
せ
し
め
、
新 

な
る
組
織
化
を
生
ぜ
し
む
る
に
.至
.る
の
で
あ
•る
。

:

.

•

/
 

. 

‘

.扨

て

然

ら

ば

勞

務

管

理

機

能

の

組

織

化

，が
如
何

I

影

響

に

ょ

つ

：
H

っ
た
が
。t

の
影
響
は
そ
れ
ぞ
れ
の
響
の
種
類
に
從 

: 

' 

'
勞
務
管
理
に
關
す
る
若
干
の
考
察
'
^
 ̂

:

.
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. 

西
0
七
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c
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七
©
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'努
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管
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に
關
^
る
港
干
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察
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:
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ノ 

'
.
'四o

<

.(
1

七
.四4、

ザ

P
.て
其
の
-^
體
的
fe
內
容
を
異
に
.し
て
ゐ
る
こ
.■と
は
朋
か
な
と
こ
ろ
で
あ
^

Q
併
し
な
が
ら
以
下
か
k

る
影
響
の
中
一
般
的
な
蚀
格
を

有
す
.る
も
の
を
描
寫
し
て
見
た
い
'と
考
べ
る
6
_ 

,

',
， 

‘ 

•

.
• 

■ 

- 

、
 

.

.

.

. 

: 

,. 

•-. 

■

:

.

旣
述
の
様
に
勞
務
管
理
は
經
營
に
於
け
る
適
茁
な
る
勞
務
者
0

充
當
と
榮
働
卷
0

生
活
關
係
を
線
括
的
に
管
浬
す
る
こ
と
を
其
の
_

 

能
占
し
.て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
ぺ
か
'

る
機
能
0

發
生
と
其
の
分
化
に
對
す
る
影
響
は
|

面
に
於
ヤ
て
企
業
の
大
經
營
^
と
と
も
に
生
じ 

來
ォ
る
勞
務
員
の
補
給
、
: »

換
の
合
理
袖
解
決
、
經
霞
の
科
學
性
の
增
進
f c

ょ
る
人
間
適
紀
の
合
理
的
選
擇
が
其
の
原
因
と
な
る
。
換 

言
す
れ
ば
經
營
技
術
上
の
要
求
に
根
據
を
有
す
る
も
め
で
あ
る
。
他
面
に
於
い
.て
、-

れ̂
に
比
し
てJ

層

重

耍

な

る

影

響

は

社

^-
的

要

求
に
基
付
く
と
こ
ろ
の
も
.の
で
あ
る
。
勞
務
者
が
經
營
に
於
.け
る
生
活
は
被
の
生
活
の
大
部
分
を
權
成
し
從
っ
て
經
赁
て
於
け
る
福
'!
:

.

.

 

.

.

 

.

.

 

■

 

•

^

.

厚
生
は
彼
の
全
生
活
內
容
の
同
上
に
赉
す
る
こ
と
は
明
か
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
然
る
以
上
經
營
に
於
け
る
生
苦
が
、
安
全
、
理
解
、

快
適
、
合
理
的
報
償
等A

 

Q

條
件
を
充
た
す
こ
I

必

要

と

箸

れ

るQ

で
あ
？

、
こ
れ
等Q

諸
條
件
は
、
社
會
政
策
立
法
、
勞
働

運
動
、
.
社

會

道

德

等

の

.社

會

的

要

求

に

ょ

っ

て

强

制

せ

ら
れ
る
の
を
見
る
の
で
あ
る
。
勞
務
管
理
機
能
ば
か
、
る
諸
影
響
を
反
映
し
、

こ
れ
等
の
要
求
を
綜
合
的
に
統
一
的
に
把
握
し
合
理
的
に
解
淡
じ
て
、

經
i

濟
性
の
上
昇
を
計
る
と
と
を
目
標
と
す
る
も
の
で
あ

る
0

吾
々
は
先
づ
こ
れ
等
諸
影
響
の
各
に
っ
い
て
考
察
す
る
こ
と
、
し
ょ
ぅ
？

. 

'經
營
の
大
規
模
化
に
よ
る
勞
務
員
の
褙
加
^

其
の
_經
營
に
於
け
る
重
要
性
は
米
國
の
>
 

ル
タ
ーK

.
Q

示
し
て
ゐ
る(

註
六)

次
の
i

 

に
よ
く
現
ば
れ
て
ゐ
'
る
と
思
ふ
。

. 

-

1

九n

九 

1

九

：

一

七 

1
九

ニ
$

I

九I

一
三 

1

九

ニ1 

一
九一

九 

1

九1

四 

1

九
〇
九 

1

九

〇

四
. 

1

八
九
九

H

場
所
有
者〗

入
當
ヶ
賃
銀
獲
得
者
ン 

人

數

指

數

ハ

；

一
四
年

n
l

o
o

y

 

，
.六
五
•
五

俸
給
事
務
員
及
使
用
人.一

，人
當
り

，六 

i
v
o

 

六 

n
r
o 

五
九
•
〇 

四
0
.
O 

11H

ハ
•〇
：
 

ニ
六
•五
： 

二
三
•
七

5
〒
八

ニ
五
〇 

ニ

_:
1八
：
 

二
三
八 

ニ
ニ
三 

1

五
一 

1

三
六

5

0
九
〇

人

藪

,
六
•五
'

、
山

O
:

四

七

•
四 

七
•六
. 

六
•三

. 

六

.一 

七
•ニ
. 

七

•
八 

1
〇
6
 

I

三
6

八 四 〇 〇 八 八 〇 〇 八 九 3̂ 
八 四 九 〇 五 七 六 S 九 O 數

.
表
中
賃
銀
獲
得
者
の1

工
場
主
當
り
の
數
は
一
九
.一
四
年
以
来
一
.倍

半

に

增

加

レ

て

.ゐ
る
。
こ
の
層
の
勞
務
者
は
經
營
目
的
の
.具
體

• 

-
 

......
 

.

.

.

 

•

的
遂
行
に
從
事
す
る
ゴ
ツ
.ト
ル
の
所
謂
經
營
充
當
行
爲
を
行
ふ
も
の
で
あ
り
、
仕
事
.の
內
容
は
、
含
浬
化
の
進
展
と
、
も
に
、
部
分
杓

.

 

•

 ■

 

-
.

 

.

 

-

强
制
.的
、
機
械
的
饨
質
，を
持
ち
、
經
營
活
動
全
體
に
對
す
る
觀
察
を
行
ふ
に
難
く
、
所
謂
財
産
.の
他
人
化
を
强
く
®

し
、
經
營
有
機
.

體
の
理
解
に
暗
く
、
.勞
働
條
件
の
如
何
に
：ょ
っ
て
は
不
斷
に：

遊
.離
せ
.ん
_と

す

る

層

で

あ

る。.

•

さ
れ
ば
好
景
氣
に
基
づ
く
營
業
度
の
上
昂

.

 

' 

.

一

'

 

-

 

.
.

.
.

.
.

 

.

.

.

 

,

.

.

.

.

.

, 

....

に
際
し
て
屢
々
こ
の
種
人
員
わ
補
給
に
困
難
を
感
ず
る
と
と
も
に
、
石
景
氣
に
際
し
て
の
勞
動
滕
件
の
變
化
に
ょ
づ
て
經
營
に
對
抗
す

る
も
の
七
な
る
の
で
あ
る
。
最

近

：我

國

に

於け
る
生
産
力
擴
充
の
運
®

と

X
も
に
、
勞
務
者
不
足
の
聲
は
至
る
と
こ
ろ
に
聞
.か
れ
得
る
.

.

. 

. 

.. 

■ 

- 

- 

■ 

-

. 

勞
務
管
理
に
關
す
る
.若
干
の
考
察
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-

.

.
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0
0

九

《
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.七
四
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.若
干
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^
^
^
^
^
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B
n
o

 

x
l

七
四o

.
,

.の
で
あ
っ
て
、
其
の
對
策
は
經
營
上
最
も
^

耍
な
.る
間
題
£

で
あ
る
.こ
と
は
.慨
-
<
も
否
定
1;
得
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

斯
様
な
狀
態 

:

は

敢

て

，
現

在
.に
.限
ら
中
經
營
規
模
0
擴
大
化
と
、
も
に
^
り

擴

げ

ら

れ

、た

も

の1で
あ
り
、
經
營
が
こ
の
問
題
を
合
理
的
に
硏
討
し
永
續 

的

對

策

を

講

ず

る

が

爲

め

に

勞

，務

管

理

機

能

.の
組
織
：化

を

計

り

、
.採

用

、.，選
擇
、
配
置
、
昇
進
、
移
動
、
賃
銀
報
酬
、
作
業
規
定
、
勞 

務

若

組

織

.等

の

諸

問

題

を

專

門

的

に

管

掌

せ

し

む

.る
に
至
つ

.た
こ
と
は
當
然
で
あ
る
と
思
は
れ
る
P
で
あ
る
。

次
に
我
'タ
の
看
過
し
得 

な
い
第
一
，ー
へ
の
要
因
は
經
營
合
理
化
の
發
展
に
基
付

<1
勞
働
狀
態
の
變
化
で
あ
る
。

.
:
: 

.

旣
述
の
様
に
米
國
に
於
^
て
は
勞
務
管
理
は
大
戰
以
俞
に
於
い
て
若
千
の
會
社
に
於
い
て
組
織
化
せ
ら
れ
て
ゐ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が 

其
.の
發
展
を
.急
速
化
し
た
も
の
姑
大
戰
以
後
の
：事
*

で
あ
る
。
而
し
て
'こ
の
時
期
に
於
け
る
合
理
化
運
動
の
普
及
は
經
營
に
對
し
て
枳 

本
的
#'
化
を
生
ぜ
し
む
る
と
と
も
に
、
.：勞
務
管
理
に
對
し
て
新
な
る
童
耍
蚀
を
.與
ふ
る
も
の
'が
あ
つ
た
0
我
々
は
其
の
影
響
を
次
の
ニ 

0
の
も
の
に
分
ち
得
る
と
浪
ふ
。

1.、:

合
现
的
經
營
に
對
：す
る
人
的
用
役
の
科
事
的
調
渣
。
二
、
合
理
化
の
撤
せ
る
勞
酿
狀
態
に
對
す

.
 

>
 

•
 

.
 

'
 

•
 
«•
 

•
 

•
 

•
 

\ 

I

.る
對
策
が
こ
れ
で
あ
る
.
。

•
：

.

.

.

* 

• 

.

.

.

.

.

.
 

f 
.

經
營
合
理
作
に
於
い
て
何
が
意
味
せ
ら
れ.
る
か.
は
學
者
に
ょ
つ
.て
必
ず
し
も
一
致
し
，た
見
解
は
な
い
が
こ
、
で
は
經
營
經
濟
性
上
昇 

の
爲
办
に.
す

る

1
切
0
合
现
性
原
則
に_
則
づ
た
行
爲
と
定
義
し
て
置
き
た
い
と
考
，へ
る
。
：經
.營
の
經
濟
性
は
一
面
に
於
い
て
經
營
內
に 

於
け
る
各
：々

の
部
分
機
能
經
濟
蚀
の
粽
合
枘
結
艰
に..
ょ
..る
と
と
も
に
ぐ
他
面
に
於
い
弋
經
營
が
一
個
の
全
體
と
し
て
交
換
經
濟
上
に
於 

け
る..
其
：

Q

地
位
に
#:
#
す
る
こ
と
は
^

‘
し̂
次
と
ご
$

あ
る

，。

..前

者

ば

ゴ

タ

ト

ル

の

所
謂
技
術
的
合
理
性
原
則
に
ょ
つ
て
人
的
物
的 

要
素
の
合
理
的
組
織
化
を
前
提.
'と
；す.
る
も
の
で
ぁ
り
、
後
者
は
生
產
物
忙
對
す
る
此
會
的
評
值
の
合
理
的
判
斷
と
1

測
を
前
提
と
す
る

.も
の
.で
あ
'る
0
安

術

的

合

：
现

牲

原

观

は

機

械

化

、
、
'.樣

り
、，
作
業
に
於
け
る
.動
作
の
情
密
な
'る
分
析
に
ょ
つ
て
'、
人
間
の
.仕
事
に
對
す
る
關
係
|
機
能—

を
最
衡
の
エ
レ
メ 

ノ
ト
に
迄
分
解
す 

、る
。
璣
能.Q

單
遝
標
準
化
が
其
の

本
質
で
♦
る
。
.賃
銀
は
输
密
な
る
時
爵
究
5

る
標
準
賃
銀
の
霞

S

.す

る

出

來

高

に

依

存 

す
る
§
0

0 

,こ
の
機
能
の
分
解
作
用
は
或
は
水
平
に
或
は
垂
直
に
行
は
れ
得
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
隨
ク
て
、
經
營
組
織
は
無
數
の
單 

純
な
る
機
能
の
合
理
的
配
置
關
聯
と
し
て
戚
は
れ
る

o
 
'
.合
理
化
.の
.情
神
は

一
面
に
於
い
■て
か
く
機
能
を
単
純
化
す
る
と

t
忙
他
面
に 

於
い
て
機
能
I

s

i

人
間
i

性

S

.
擇
を
合
理
的
な
ら
し
め
.や
ぅ
と
ず
る
要
求
を
高
め
た
.こ
と
は
當
然
で
あ
る
。
仕
事
の
分 

祈
に
っ
れ
て
こ
れ
に
最
適
す
る
適
f

'

感

霞

、
體
ヵ
的
''
羃

的

、
.
'情
緖
的
、
意
志
的
、
社
會
性
的
の
あ
ら
ゆ
I

度

ょ

れ

何

等 

か
の
科
學
的
原
則
を
以
づ
て
決
定
ず
る
適
性
檢
查
制
度
は
勞
務
管
理
に
於
け
る
至
要
な
仕
事
と
忽
っ
た
と
袞
へ
ょ
ぅ
。
か
く
し
て
、
經 

營
者
の
恣
意
.的
.選
擇
に
代
っ
て
.、.一

定
標
準
の
.仕
事
、.1

定
標
準Q.

適
性
、

一.定
標
準
の
機
都
の
.決
定
は
人
間
經
營
に
現
は
れ
た
る
一
.合 

理
：£

ー
の
.眞
髋
と
せ
ら
れ
、
.勞
務
管
理
に
新
な
る
分
野
を
開
拓
せ
る
も
の
で
，あ
0
た
。

.

合
理
化
の
遂
行
は
經
霞
於
け
る
勞
務
若
を
一
一
大
分
野
に
愈
々
明
瞭
に
分
岐
せ
し
む
る
に
至
っ
た
。

科
學
的
經
營
者
の
好
ん
で
採 

用
す
る
戰
線
と
參
謀
組
織
.

.
(
L
r
e

 a
n
d

 .
S
U
f
f

 P
r
g
l
a
t
i
o
n
)
：

が
そ
れ
で
.あ
り
、
ゴ
ッ
ト
ル
の 
一

K

ふ
經
營
充
當
行
爲
と
經
營
權
成
行
.
 

爲

(
B
e
t
l
i
e
b
s
m
u
e
n
d
e
s

 

d..
 

B
e
t

p.e
b
s
g
l
l
t
e
n
d

戌
.ば

良

&

)

，
が
そ
れ
で
^
る
''
°
經

營

權

成

行

爲

は

經

營

目

的

達

成

の

鴆

め

に

す

る 

^
繁
の
#

^
、
選
舉
、
組
織
權
成
、.
命
令
を
其
の
.機
能
と
す
.る
職
眞
、：
縣
部
、
經
營
者
で
あ
り
、.
こ
れ
に
對
し
て
戰
線
に
J
っ
經
營
デ

當
行
爲
ば
總
て
命
令
に
ょ
つて

：
1

定
一
の
仕
事
を、
；
:

m

.

勞
務
管
理
.に
關
す
る
•若H

-

の
考
察
；

 

. 

四M

 

(

一
 

七因九
？，



f.
 

一̂

.

^;

ド.̂
^
^
^
^
^
^

^

^

^

^

へv
fn:
.;
.
v
:
,
:
H
j

A-

-V 

-.
..
 

... 
..'.'
 

.
 

V
.
.
:
;
.
.
. 

-
•
•
.
.
:
.
. 

.

.

.

.

.
'
.
.

.■
}
,

. 

• 

- 

. 

.

.

. 

,

、
.
* 

V
.
,
.
. 

-
-
.
.

:•
—

- 

J..
.
.
.
.
. 

.
'
.
.
.
• 

.
:

..
/
' 

. 

.

••
•
: 

.

.
•
.
- 

.

.

. 

- 

•
•
. 

. 

.

-•
:
•
-
:
.
.
. 

v
-
/
.

-rV

 

- 

.

:•
;
-
,
.
. 

.
,
' 

.

••
.

.•'
,':
.
.•.
■:
.
-
.

 )

.-
:•
».
•
'
: 

■
■

•.
.へ

.
.

.

.

.
'
.
.
..

.
.
V

:'
.->
■•.•-
'
.
'
•
.
•
:
.
.
' 

.:•
_ 

. 

、

. 

.

.

. 

'

.

.

.

.

.

.

.

 

.

,

.

■•
.

.

.

 

•
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
-
.
へ

.

.

.
>'
.•••
.

.

:

\

...
 

.

■■
•

:

因 j, 
ニ 
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七
五 

o)

，
る

'

こ
び
：
.第
實
は
$

迄
も
な
く
經

營

處
 

經
營
者
は
經 

:■
營

s

s

t
、
|

者
は
行
動
の
：器
官
と

I

。
舊

の

S

は
單

S

るニ
.；

基
本
^

。

.

に

其

の

仕

歌

を

遂

行

す

る

經

言一

個
：の
機
鞲
で
あ
.凡

こ

れ

を

運

^
^

.

-;
,
, 

f

 

r

き
で
、
指

導

察

理

l

i

l

i

p

) 

.で
は
な
い
。
蓋
し
後
者
は
指
I

の
意
志
の
決
定
に
は
营

.

1

對
す
る
理
解
I

す
f

と
を
本
質
と
ず
る
か
ら
I

る
。
か
、
る
機
能
の
細
分
此
に
よ
つ
て
f

れ
I

s

編
成
が
、
勞
務

.

艺

舊

的

篇

的

狀

態

に

對

し

て

血

姿

I

、
そ
し
て
、
.
そ
れ
が
勞
簾
動
を
釀
成
す
る
起
動
カ
と
与 

■■
:

;
產

震

主

々

義

、
5

置

會

制

、
株
式
分
配
制
S

雙

|

展
を
促
し
た
こ
と
は
こ
.
に
詳
述
す
る
必
要
を
見
な
い
で
あ
ら
ぅ
。 

我

々

が

看

過

し

得

、
な

い

.の
は
、
で

る

勞

働

運

f

背
景
と
.す
る
諸
制
度
の
靈
と
.表
裏
し
て
、
經
營
そ
れ
自
體
が

「

合

理

化

」

の
結

 

.

.
f闺
し
て
f

反
f

、■
こ
れ
を
經
營
內
の
間
題
と
し
て
'取
り
上
げ
、
勞

馨
_

に
對
す
る
新
な
る
離
を
以

つ

て

.、

響

に

於

j 

.• 

l

 

l

 

I

'

に
5

た
I

で
I

。
勞

馨

.理
制
度
I

f

t

i

s以

つ
て
初
め
て
其
の
著
し
い
醫
を
示
す
こ
と
と
な
つ
た
の
で
あ 

る

そ

は

U

ユ
丨
ラ
ナ
丨
ク
の
理
念
の
復
活
で
あ
り
、
そ
の
經
驗
の
：冉
現
で
あ
る
S

七)

。

勞
務
管
理
製
の
發
展
は
國
に
よ
つ
て
異 

り
必
ず
し
も
等
し
い
も
の
で
は
な
か
つ
た
。
大
體
に
於
い
て
来
國
に
於
け
る
霞
は
歐
洲
I

の
そ
れ
を
繁
に
I

し
て
ゐ
る
。

其
 

.
の
理
过
は
デ
i

ド
に
よ
れ
ば
、
そ
は
こ
れ
等
諸
.國

に

於

け

る

勞

働

立

法

の

發

展

.の

程

度

に

相

異

あ

る

こ

と

に

由

来

し

て

ゐ

る

。

黯

の

こ

と
こ
と
に
英
獨
に
於
け
，る
勞
働
運
動
組
織
の
完
備
と
こ
れ
に
艰
應
す
る
勞
俲
.立
法
の
發
展
^
は
、
勞
務
管
理
上
の
諸
重
婴
項
目
を
漸
次
>に 

勞
働
立
法
或
は
社
會
政
策
を
通
じ
て
集
中
的
に
.統

制

レ

指

镍

し

實

行

す

る

傾

向

を

生

ぜ

し

.め

て

ゐ

る
。
.こ

れ

に

反

し

て

勞

働

組

合

制

度 

の
發
達
の
尙
低
段
敝
に
置
.か
れ
で
.ゐ
た
米
國
及
び
日
本
の
如
き
.に
於
い
て
、
.勞
働
立
.法
の
見
る
べ
き
も
の
は
勿
論
あ
る
と
し
て
も
、
勞 

働
狀
態
改
善
に
關
す
る
主
要
な
る
政
策
は
私
經
營
者
の
手
：.に
委
ね
ら
れ
、
各
々
產
業
の
特
殊
性
に
應
じ
た
ぞ
れ
ぞ
れ
の
發
躲
を
示
す
こ 

と
i

っ
た
の
で
あ
る
。
勞
務
管
理
の
語
を
最
も
廣
義
に
解
す
る
な
れ
ば
、
前
者
を
集
中
，

g

法
的
或
は
公
的
勞
務
管
理
と
な
す
べ
く
、

■
 

• 

- 

V 

-
 

- 

I 

:

.

後
者
は
分
馓
妁
仔
意
的
私
的
管
理
，と
な
す
べ
き
で
あ
ら
ぅ
0
.何
れ
の
國
家
に
於
い
て
も
兩
者
各
々
存
在
す
る
も
只
兩
者
の
中
何
れ
が
よ

■

• . 

. 

Z 

. 

• 

■ : 
, 

■ 

.

:り
發
展
し
、
て

ゐ

る

か

に

就

い

て

相

異

し

て

.ゐ
る
の
で
あ
る
ハ
註
八〕

？ 

：
..
=

■

.
■
'

さ

て

、
以

上

の

様

に

合

理

，化
.

Q

結
果
に
よ
っ
て
生
じ
來
れ
る
勞
務
の
狀
獵
に
對
す
る
認
識
.が
：漸
く
改
ま
る
と
、
も
に
、
i

務
管
理
は 

そ
の
理
念
と
方
法
に
於
い
て
從
來Q

そ
れ
と
著
し
い
相
異
を
示
す
も
-,

©
で
あ
っ
た
。

.- 

經
營
は1

個
の
營
利
事
業
で
あ
り
、
營
利
を
獲
得
す
る
爲
め
の
能
率
の
理
論
は
、
組
織
要
素
の
あ
ら
ゆ
る
局

商

に

適

®

せら
る
ベ
き 

で
'あ
.る
と
一
其
ふ
觀
念
は
資
木
主
義
的
企
業
に
ー
般
に
安
當
す
る
觀
念
で
あ
つ
た
と
®

へ
よ
ぅ
。
其
の
際
に
機
械
も
技
術
も
人
も
總
て
は

.同
列
に
思
象
せ
ら
れ
る
傾
间
を
有
1'
:て
ゐ
た
。
.
.經
營
者
は
經
營
の
精
神
と
し
て
營
刹
の
爲
め
.の
經
營
の
意
志
を
決
定
し
、
組
織
の
法
則

.

.

. 

. 

•'.

を
規
定
し
、_

强
制
し
た
。
彼
の
抱
懷
す
る
能
率
の
理
論
は
そ
れ
於
人
間
行
動
を
.

r

個
.の
メ
ヵ
ム
ズ

ム
と
L

て
考
へ
ら
る
X
場
合
に
於
い 

て

の

み

適

^

せ

ら

る

べ

き
で
あ
る
と 
一

K

ふ
こ
と
、を
殆
す
ど
意
識
.しV

ゐ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
多
く
の
社
會
問
題
の
惹
起
に
貢
獻
し
た
こ


と
は 1 
般
に
知
ら
れ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

. M

に
こ
X
に
注

意

す

ベ

き

，
は
ロ
エ
ス
リ
ス
ベ
.
.
ルジ
工(

^
^
g
g
b
e
r
g
e
r
).

.
の

云

ふ

樣
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勞
務
管
理
に
鼷
す
る
若
干
の
考
察 

、

'

m

.
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(

一
七
五
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一
-

.

'

:

,
..
.
-
'
' 

. 
'■ 

:
.:
 

.

. 

.
-■
. 

- 

. 

. 

: 
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：
 

/
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■•
/ 

■

に
か
i
る
能
率
の
理
論
そ
れ
自
體
：が
、
屢
々
經
營
內
に
.於
い
て
不
㈱
申
の
理
論
に
轉
化
せ
る
事
實
で
あ
る
S

九)

。

經
營
は
機

^
で
は 

な
く
し
て
社
龠
で
あ
る
？
：.ギ
レX

ビ

(

o
B
e
s
p
i
e

)
.

.の111

ふ
樣
に
、
こ
、
に
社
會I.

般Q:

法
則
が
作
用
し
て
ゐ
る
S
 
一
 

0)

0

經
營
者

は
一

社

會

の

人

の

行

動

を

ー

.定

<0.

經
營
目
的.
に
向
つ
て
躺
|

し
、.
こ.
れ
を
誘
導
し
指
導
す
る
も
の
で
あ.
る
0

人
の
行
動
、を
誘
導
す
る
方

• 

• 

- 

;
• 

- 

• 

. 

-
- 

.

. 

. 

.

法

は

、
入

間

の

.個

人

的

針

會

的

あ

ち

ゆ

る

生

活

內

容

に

對

す

る

.理
解
な
く
し
て
は
不
可
能
で
あ
る
。
偏
狭
な
個
人
主
義
の
反
映
で
あ
る

從

來

の

能

率

の

理

論

..は

經

營

上

方

の

^

!
的g

謬
を
侵
し
て
ゐ
る
。
科
學
的
管
理
法
は
自
然
科
學
的
故
る
標
準
の
决
定
を
本
.ょ
つ
て
、

人
問
の
行
爲
©
規
範
た
ら
し
め
樣
.と
す
る
0
.
'そ
，
し

て

人

間

行

爲

の

^

面
に
擴
が
つ
て
ゐ
る
社
#
的
情
操
的
局
面
を
全
く
無
視
す
る
も
の
.

- 

• 

■ 
. 

•
- 

,
.

で
あ
る
。
こ

の
點
は 
メ
イ
ヨ
ー
. (

M
a
y
o

 ; 

H
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-
'
a
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S
o

c
ie

t
y
.)

に
於
い.
て
特
に
强
調
せ
ら
れ
、
從
來

CD
管
理
法
の
.上
に
重
要
な
る
轉
溯
を
劃
し
つ
\
あ
る
こ
と
を
否
定
し
得
な
い
-の
.で
あ
る
0
合
理
的
管
理
は
勞
務
者
の
個
人
的
、
社
會
的

•
 

.

.

. 

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

あ
ら
ゆ
る
生
活
關
係
の
分
析
と
理
解
を
通
し
て
の
み
可
能
で
あ
.る
。
か
、
る
管
理
法
の
發
展
は
勞
務
管
理
の
意
義
を
重
要
な
ら
し
む
る 

と
と
も
に
、
從
來
人
别
エ
學
に
基
礎
を
置
き
’能
率
的
機
能
.の
硏
究
と
其
-C
D
.適

應

に

自

檫

を

置'い
て
ゐ
た
勞
務
管
理
制
度
を
し
て
、
經
濟 

心
f

、
讓

動

作

^

.
社
會
學
、
敎
育
學
、
勞
働
科
學
に
I

付
け
ら
れ
て
，
勞
働
I

經
I

於
け
|

活
管
理
の
方
面
に
進
め 

し
む
る
こ
と
と
な
つ
た
の
で
あ
名

。

適
性
と
仕
事
、，
其
の
關
聯
と
し
て
の
機
能
の
觀
念
は
自
然
的
概
念
と
し
て
何
等
變
化
す
ぺ
き
も
の 

で
は
な
い
が
、
今
や
、
機
能
は
單
純
な
る
人
間
動
作
の
一
面
と
し
て
の
勞
働
で
は
な
ぐ
し
て
、
人
間
の
ぎ

生
活
の
J

ls
f

i

l

て
の
生
活

t

m

^

n

.

.
丨

IVJ

-4
-

i
:
<

. 

1

1

—

M

W

—

w
i

m

氕
，あ
h

v

v

從
つ
て
、
檄
能

0

効
恥
如

.

何
0

.

問
題
比
、
勞
務
者

©

.

全
生
话s

i

容
.の
反

映

.で

，
あ

る

こ

と

：

が
殖
解
せ
ら
れ
厶
と

と

も

に

仕
事
そ 

A
自
體
が
文
批
評
的

に

#
|^
せ
ら
れ

s'
こ

'i
と
な
つ
‘た
の
で
あ
る
o
勞
務
管
理
上
に
於
-
る̂

#
見
法
の
適
,^
も
其
の
，こ
れ
を
請
明
す
る 

も
：の

.1?
あ
る
。
我
々

は

か

く

し

て

、
.
最

近

に

於
け
る
勞
務
管
.理
忆
於
け
る
局
面
の

箸
し

.

い
多
榇
化
と
、
其

の
方
法
の
愈
々
耽
#

調
査
的 

#
?
济

を

帶

び

っ

-

あ

る

こ
と
を
春
過
し
得
な
い
の
で
あ
る
。
例

.

へ，ば
米
國
に
於
け
る

.

全
國
產
業
會
饑
局

.

Q

調
査
に
か

V

は

る

會
社

Q

勞

務
管
理
課
.の
行
ひ
'つ 

>
あ
る
事
業
の
調
査
項
目
の
主
.要
な
"も
の
、
み
を
左
に
擧
げ
ょ
ぅ(

註

ニ

.

)

。

.
• 

. 

• 

.

 

.

.

.

.

.

.

M

傭
.

處

.

.致
I

中
央
.化
せ
る
雇
傭
、
中
央
.化
せ
.る
移
動
、
中

央

化

せ

る

解

雇
-

•

‘

•
 

.
:
,
/
見——

申

込

と

同

條

、

定

期

的

に

、
：'
出

發

に

際
し
て
、
.

：
：
々

.

傭

檢

査

——

智
能
檢
査
、
職
業
檢
査
、
筆
寫
檢
査
、
, '

資

料

調

赍

- 

.

.

屌
主
從
業
罠
斡
旋

—

個
別
的
原
則
、
共
同
委
員
會
、
從

業

眞

團

體
.

■

:

':

.

人

•事

支
.給

I

等
級
付
の
處
致
、
組
織
的
昇
級
計
畫
、
定
期
的
賃
銀
調
表
。
賃
銀
支
給
方
法
、
賃
銀
設
定
の
時
間
研
究
、
疲

■ 

• 

■ 

「 

- 

• 

* 

:

, 

'

勞
硏
究
、
時
間
1

,
、
解

雇

手

當

，
.

|

證

、

’

Y
.

:

ラ

-
.

人

事

ノ
 
記
.
.
錄 

»

人
.
.事

，
調

査

ノ

衛

生

及
®
療
奉
仕——

會
社
診
癍
所
、
病
院
.の
，充

分

な

る

說

僦

、

•
特
別
.な
る
診
斷
、.
團
體
啼
乳
、
正
規
の
衛
生
監
督
、
休
息
期 

..
•

安
全
組
織
災
害
防
止
|
機
械
的
防
衞
に
對
す
る
繼
績
的
注
意
、
安
全
敎
育
、
安
全
會
議
等
，

.

\

' .

: 

.

.

t

ゾ
：
勞
.

務
管
理
に
關
す
る

.

若
干
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考
察
：
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 .

:

.

.
敎

育

及

.
養

：生—

徒

弟

制

度

、

作

業

養

成

、
：
福

H

長

養

皮

、

高

等

學

校

卒

業

生

の

：養

*
、
專
門
S

卒
業
生
の
養
成
、
會
社
圖

.
 

書
餌
及
譲
書
室 

' 

-

■

-

.

.

'

:
■ '
.
 

-

, •.

.

.■人

.事
奉
仕
及
財
政
的
‘扶
助
.の
事
業
I
圈
體
生
命
保
險
、
相
互
共
濟
會
、
災
寒
、疾
病
、
死
亡
扶
助
、
株
式
購
入
、
失
業
保
險
、
年
金
、

'
.

'

■

利
益

1

當
、
貯
金
、
貸
付
V
信

用

馨

、
住
宅
購
買
、
.會
社
住
宅
設
立
、
.免
堂
、
.

運
輸
、
店

舗
*

, 

慰

安

的

.

.活

動

-
^

―

勝
育
競
技
體
育
設
備
、
社
交
會
、
.演
劇
、
音
樂
#
、
クiK

ブ
.會
館
、
.
#社
庭
園
、
遠
足
、
正
午
の
催
し
、
，

雜
誌
、
休
暇
''
.
.

■-
,

■

.
 

,

'

v.

.■:

•

人

事

係

員

—

人
事
指.
導
者
、
雇
傭
管
理
人
、
養
成
指
導
者
、
安
全
監
督
員
、
醫
療
事
務
員
、
看

護

婦

■

か
、
る.
項
目
の
み
か
ら
見
て
も
、
勞
務
管
理
制
度
が
、

f

面
に
於.
い.
て
適
1£
な

る

勞

務

員

：の

勞

カ

と

技

術

の

充

當

'を

行

ふ

と

と

も

に 

;

.

他
而
に
於
い
て
{
允
全
快
適
の
諸
撕
能
及
智
的
感
情
的
肉
體
的
向
上
等
生
活
に
附
帶
す
る.
諸

方

面

の

狀

態

に

就
い
て
調

喪
し
、
對

策

を

こ
れ
が
爲
めH

經
營
內H

共

Q.

施

設

を

設

け

る.'か
或
は
^
:
學
硏
究
團
體
を
講
を
と
る
か
し
て
行
は
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
つ
て
、

從
つ
て
そ
れ
が
營
利
活
動
と
は
全
く
絕
緣
し
た
一
個
の
社
會
事
業
た
る
如
含
觀
を
す
ら
里
す
る
の
で
あ
.る
。
こQ

.
5
?

題
.は
後
.に
觸
外
る

と
こ
ろ
で
あ
.る

,6
兎
に
■角
か
’
▲

科
學
的
硏
究
の
_

に
立
つ
こ
と
ば
經
霡
濟
を
眞
の
意
味
に
於
け
る
合
理
的
な
形
體
た
ら
^

.
こ
と
は
否
定
し
得
な
.い
と
.こ
ろ
で
あ
ら
ぅ
：
o
最
近
我
网
に
於
け
石
產
業
報
國
運
動
ゎ
辨
巧
展
に
伴
つ
て
、
勞
務
管
理
制
度
の
劃
期
的
變
化 

•

を
生
ぜ
し
め
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
と
れ
it
つ
い
て
は
次
節
に
論
ず
る
考
へ
で
•あ
る
o 

_

.

.

最

近

我

國

に

，於.ぃ
て

產

業
.報
國
速
勸
が
念
速
に
發
展
-1
.、
從

來

の

勞

働

姐

合

拟

續

：々
.解
梢
サ
ら
れ
、
產
業
報
國
會
が
結
成
せ
ら
れ
る

.

に
至
.つ
た
こ
と
は
一
般
に
ょ
く
知
ら
れ
て
.ゐ
る
1

^
ろ

.で

.あ

.る
0
產
業
報
_
運
動
は
厚
生
省
發
表
め「

裯
要」

' 広
於
い
て
明
か
な
る
^
,

.

••
 

•
 

•
 

/•

く
、
產
業
を
國
瓛
の
本
義
に
則
る
國
，家
的
使
命
を
有
す
る
も
の
.と
し
て

認
識
：し'

而
も
產
業
に
於
け
る
資
本
、
經
營
、
勞
務
は
有
機
的 

に
結
合
し
て
一
體
を
な
し
、
_
營

者

は

至

誠

を

以'つ
て
搪
營
指
導
と
罾
罾
^

の
福
祉
を
計
り
、
勞
務
渚
は
誠
實
に
兆
の
職
分
を
盡
し
、
 

■和
親
協
力
し
て
.#.
全
な
る
產
業
の
發
展
に
努
め
て
國
家
の
興
隆
に
質
獻
し
、
皇
運
を
扶
黧
せ
ん
と
•す
る
：こ
と
を
指
嫖
理
念
と
す
る
も
の 

で
あ
る
。
か
ト
る
现
念
か
ら
栽
々
は
三
個
め
命
邂
免
見
相
す
こ
と
が
相
來
る
0
卽
ち
、(

ー)

產
業
.の

社

會

的

意

義

を.

し
て
、
其
の 

經
營
が
私
刺
私
益
の
.具
に
.あ
ら
ざ
る
こ
と
の
理
解
、..(

U
)

産
業
に
於
.妙
る
資
本
'
勞

務

、，
經

營

の

有

機

的

關

係

を

强

調

し

て

勞

资

對

立 

の
«
お

を

排

除

せ

る

セ

と

，
、

.
1Q
一)

指
镖
者
原
.
■
に
ょ

-i
)
、
相
支
が
信
賴
し
セ
各
機
能
の
誠
窟
あ
る
遂
行
を
期
し
て
ゐ
る
こ
と
、
こ
れ
で 

あ
る
。
か
>
る
理
念
ょ
り
容
易
に
推
知
せ
ら
れ
る
如
く
、
本
迤
動
が
齋
に
勞
務
者
の
經
營
に
於
け
る
生
產
上
に
關
係
を
有
す
る
の
み
な 

ら

す

、

そ

は

腐

く

淹

業

經

嗜

全

櫳

に

'對
し
て
.重
耍
な
る
關
聯
を
有
し
、

I.

太

轉

期

を

剩

す

べ

き

：
一
般
的
意
義
を
宿
す
る
こ
と
を
容
易
に 

觀
诹
し
将
る
の
で
あ
る
。
尤
も
本
運
動
の
唱
«

せ
ら
机
た
の
は
最
^

:(
0

.

8で
あ「

り
、
從
つ
.て
、
其

0
全
國
的
锍
制
機
權
の
結
成
と
か 

産
報
蕻
業
の
灼
容
;#
備
に
‘つ
い
て
.尙
ほ
激
多
の
解
决
せ
ら
れ
3
牌
題
あ
る
こ
と
は
止
む
得
农
い
と
七
ろ
で
あ
る
が
旣
に
兮
日
迄
の
と
こ 

ろ
十
、
.ニ
の
麗
を
淺
し
て
牵
:M
縣
に一

且
つ
て
洛
經
■■
»

內
忆
簏
報
會
の
結
成
を
見
る
祀
至
つ
龙
七
士
は
、
‘將
來
こ
の
運
動
の
意
藤
が
頗
る 

重
要
な
る
實
質
上
の
結
银
を
持
つ
こ
と
を
指
す
も
.の

：で

あ

：
る

と

.袞
へ
ょ
ぅ
。
さ
て
か
ム
る
經
營
灼
広
於
い
て
潴
成
せ
ら
办
て
.ゐ
义
逄
碟 

.

勞
務
瞥
理
に
湖
す
る
若
干
の
考
察
.

-
.
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四

一

八

(

一
七
五
六)

報
^
會
の
龈
贫
の
如
き
も
各
經
營
に
於
い
ン
し
多
少
の
相
異
を
兄
、
同
ー
.も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
.が
、
筆
蓉
の
^
蔡
し
た
具
り
で
泠
い 

て
は
、
多
く
は
次
の
如
き
_
成

と

機

能

を

府

ず

も

、
の
で
あ
っ
た

0
,即
ち
そ
は(

ー
，

)

會
社
々
長
以
下
重
役
、
職
島
勞
務
客
の
全
員
を
包
含 

し
：a

1)

會

員

相

万

；
：
の

.意
志
純
.通
.と
、
和
衷
協
同
に
ょ
っ
て
、.
經
營
に
於
け
る
全
活
動
を
し
で
報
國
態
勢
を
と
ら
し
む
る
こ
と
、(

三)

.
を
の
爲
め
、
報
國
糖
神
を
基
調
と
ず
る
能
率
增
進
、
待
遇
、
.
.福
利
、
共
^
其
处
他
の
問
題
の
爲
め
意
志
練
通
を
計
る
懇
談
會
の

^

#

、
 

(

四)

敎
養
.
體
育
、
衞
生
、
撒
安
其
の
他
の
福
利
施
設
の
.實
施
、
_

(

.五)

其
の
他
目
的
達
成
の
爲
め
の
必
要
な
る
辦
頌
、.(

六o

職
制
の
構 

成
に
於
い
て
は
、
委
員
或
は
幹
事
た
る
も
の
は
大
方
從
來
の
勞
務
管
理
課
員
が
仟
命
せ
ら
れ
て
.ゐ
る
の
，で
あ
るo 

.

.
以4

に
於
ぃ
て
明
か
な
る
如
く
、
從
來
勞
務
管
.现
課
の:

1

部
門
を
な
し
て
ゐ
た
福
利
施
設
一
般
が
木
#

の
行
事
と
し
て
取
i

げ
ら. 

.れ
其
れ
が
勞
救
管
理
者
の
管
掌
下
に
置
か
れ
る
こ
と
、
な
.っ
た
の
で
'あ
る
。
勿
論
そ
れ
は
單
に
最
近
*

」

於

サ

る

一

皮

向

を

述

、、、
て 

.

ゐ
る
の
で
あ
っ
て
經
營
に
ょ
っ
て
蔣
干
の
變
化
あ
る
は
云
ふ
迄
も
な
い
0

さ
て
、
經
營
.に
於
け
る
資
本
家
經
營
者
對
勞
働
の
利
益
對
立
の
事
情
を
調
査
し
、
兩
者
の
抗
爭
意
識
を
綏
和
し
、
勞
资
問g

を
解
決

■.す
る
た
め
の
努
力
を
な
し
っ

"

、
あ
っ
た
こ
と
は
旣
に
從
來
の
勞
務
管
理
法
に
於
い
て
觅
ら
れ
る
、と
こ
ろ
で
あ
る
。
卽
ち
例
へ
ば

..

エ
#
精

* 

.

.

.刺
の
振
興
を
通
し
て
、H

場
の
名
#
や
產
に
對
す
る
自
覺
を
時
た
し
め
て
、.
對
立
觀
念
の
挪
.拭
に
努
力
が
挪
は
れ
て
ゐ
た
如
き
で
あ 

.る
。
文
若
千
.の
進
步
柯
經
營
著
に
於
い
.て
は
旣
に
卑
く
ょ
り
經
營
舍
機
能
の
觀
念
と
共
の
國
家
的
意
義
を
自
覺
し
經
|
5諸
制
度
を
<1
の 

線
に
從
っ
て
改
革
ん
て
ゐ
た
と
と
も
否
定
心
得
な
い
^
こ
ろ
で
あ
る
。
產
業
報
國
運
動
は
後
者
の
精
神
をj

っ
の
國
民
to
運
動
と
し
て 

具
體
化
.:1
,
た
の
で
ぁ
る
:0
.
:卽
-

產̂
報
の
精
神
に
於
ぃ
て
は
勞
務
、
资
本
、
經
營
を「

個

!0
統
體
た
る
產
業
の
立
場
ょ
.り
、
相
拮
抗
し
、

對

.-
*

し
て
ゐ
る
，も
の
で
は
な
く
し
て
、
有
機
的
.
結
合
に
よ
.

っ
..
て
.〗

體
を
な
し
て
ゐ
：る
と
：の
認
識
に
立
ち
、
：更
に
义
萍
業
自
體
は
其
の
最 

高

の

.
統

體た
る
.

國
家
に
奉
仕
す
る
爲

め
に
の
み
#

布
す
る
皇
國
產
業
と
し
て
各
：々

協
力
和
衷
す
べ
き
も
の
と

觀
念
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で 

あ
る
。
か
く
統
體
の
立
場
よ
り
ご
•れ
.を
權
成
す
る
.

部
分
の
意
義
.を
.知
ふ
こ
と
は
、
部
分
そ
れ
自
體
の
立
場
よ
.り

I.
切
を
刺
斷
し
所
理
し 

よ
ぅ
と
し
'た

個

人

主

義

的

自rh
主
義
的
觀
念
と
對
躕
的
で
あ
る
こ

と
一
は
敢
て
云
ふ
迄
も
な
い
。

產
業
そ
れ

自
體
の
立
場
に
立
っ
て
#
■本 

勞
務
經
營
を
艿

察
す
る
と
き
そ
は

從
來
各
々
の
も
の
が
各
尚

の
階
級
的
利
益
中
心
の
立
場
よ
り
考
察
し

た
.も
の
と
は

別
個
の
意
義
が
發 

現
し
來
る
の
で
あ
る
。
勞
働
者
の
立
場
よ
り
.搾
取
の
用
具
と
し
て
、
其
の
檐
ひ
手
と

し

%
觀
念
せ
ら
れ
て
ゐ
た
资
本
經
營
は
彼
の
勞
務 

と
等
し
く
國
.家
に
奉
仕
す
、ベ
き
性
質
の
も
の
と
し
て
理
獬
せ
ら
れ
、
資
本
家
經
營
者
の
立
場
よ
り
商
品
と
考
察
せ
ら
れ
た
勞
務
は
、
彼 

自
か
ら
が
提
供
す
る
勞
務
と
等
し
く
國
家
的
意
義
を
布
す
る
も
の
と

し
て
、
其
の
轍
刹
施
設
を
完
備
レ
て
厚
生
せ
し
む
る
の
義
務
を
感 

得
す
る
に
至
る
で
.あ
ら
ぅ
。
こ
れ
等
の
三
個
の
各
々
.の
機
能
者
は
そ
れ
ぞ
れ
V:
他
の
機
能
-#
の
意
義
と
尊
厳
を
し
、.自からの奉
 

.仕
的
役
割
を
■
識
す
る
と
き
產
業
平
和
の
强
カ
な
る
保
證
と
な
り
、
國
家
的
使
命
を
遂
行
し
得
る
確
固
た
る
基
礎
を
生
ず
る
こ
と
、
な 

る

.0
隨
っ
て
報
國
會
そ
の
も
の
.は
會
社
、
事
業
場
全
員
の
綜
合
的
紕
識
で
あ
り
、
.决
し
て
一
階
級
的
利
益
擁
護
の
團
體
で
は
な
い
と
主 

張
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
、

然
る
以
上
そ
れ
が

勞
働
組
合
を
御
用
團
體
化
し
次
る
も
の
と
は
其
の
木
質
を
全
然
異
す
も
の
で
あ 

る
と
一K

は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
.0
か
様
に
運
il
l
.の
资
本
上
.一
事
業
場
全
體
を
粗
括
し
、
更
に
進
ん
で
は
、
.こ
れ
灰
單
位
と
し
て
全
產
業
の 

綜
合
運
動
.た
3
べ
.き
飞
の
、
あ
る
，か
ら
し
て
、
こ
れ
が
從
來
の
勞
務
管
理
の
機
能
'の
一
門
と
し
て
取
り
入
れ
ら
る
こ
と
は
十
分
問
題
た
.
 

り
得
る
兑
七
る
恕
+あ
る
0
.
.
.
こ

也

に

っ

い

_
て

嘗

て

森

[[
1

段
雄
氏
は「

私
が
最
も
遺
憾
ド
存
じ
ま
す
る
點
は
.、
產
業
報
國
#
.の

仕

事

と

い

ふ
 

资
務
管
理
に
關
す
る
若
}

i-

の
考
察
. 
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3

5
 

(
I

七
五
八)

も
の
が
単
な
か
會
社
の
..勞
務
管
理
の
分
蚜
に
局
限
せ
ら
れ
て
居
る
傾
が
あ
る
の
'0
は
.な
い
か
と
い
ふ
點
で
.あ
り
ま
す
。
產
業
報
國
會
と
.
 

云
へ
ば
卽
ち
#
務

管

理

の

，ー

.黧
で
あ
り
、
そ
o'
機
關
で
办
る
、
勞
務
課
長
の
主
管
事
務
で
あ
る
と
：

S

ふ
樣
な
事
實
、
‘現
狀
に
な
つ
T
ゐ 

る
'<
D

で

は

な

い

か
と
い
ふ
こ

と

.

を
私
は
势
へ
る
の
.で
あ
り
ま
す
が
、'
.產
業
報
國
龠
そ
の
■も
の
は
經
營
の
機
關
の
冲
に
-究
全
■に
浸
潤
し
、
 

織
込
ま
れ
て
居
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
は
な
い
か…

：
.卽

ち

私

は

：一

の

試

案

と
致
し
ま
し
て
、
社

長

に

直

爆

ハ

る

浴

#
衡
pl
>
部
と
一
：ム
ふ 

も
の
が
營
業
或
は
.技
術
、
勞
務
比
勿
論
，
そ
ぅ
い
ふ
會
社
の
各
部
局
の
上
位
に
位
し
ま
し
て
事
業
の
杂
體
を
包
括
し
、
觅
役
職
徵
、
從 

業
爵
全
艮
.に
對
す
る
報
國
精
神
具
現
の
.爲
め
.の
.最
高
.の
指
缥
機
關
で
あ
ち
ね
ば
な
ら
ぬ
と
：思
ふ
の
で
あ
る」

(

註 

一
ニ
：}。
と
主
張
せ
ら
れ 

て
ゐ
る
。
將
來
如
何
な
る
組
織
を
以
つ
て
發
展
し
.て
行
く
か
は
確
か
に
ー
ク
の
問
題
と
し
て
港
べ
.
.ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
旣
述
の
様

-
 

.
 

■
 

■
 

.
 

V 

.
 

.

に
蓝
千
の
企
業
者
經
營
考
の
進
歩
的
.の
.も
の
に
あ
づ
て
‘は
、

舰
に
產
報
會
似
前
に
於
い
.て
其
の
^
神
を
體
得
し
、
そ
は
自
か
ら
勞
務
客 

問
に
浸
潤
し
、
敢
て
組
織
を
待
.つ
.て

初

め

て

自

覺

し

，更

生

す

る

ご
.と
き
を
.憫
笑
し
て
.ゐ
る
經
營
者
の
稆
す
る
こ
と
も
否
宛
し
得
な
い
 ̂

こ
ろ
で
あ
る
。

.反
對
に
組
織
化
を
髙
度
.化
す
る
こ
.と
に
ょ
つ
て
.の
み
.初
め
て
其
の
精
神
の
啬
及
す
る
舊
來
0 .
.產
業
も
多
々
存
し
て
ゐ 

■る
。
產
報
がi

個
の
M

運
動
以
上
.の
も
の
と
し
て
、
經
營
活
動
全
.體
に
結
合
す
る
こ
と
を
要
す
る
も
•の
な
る
が
故
に
、
そ
は
职
に
理 

解
と
熱
意
と
信
念
の
み
で
な
く
合
理
的
組
織
化
を
耍
求
す
る
は
當
然
で
あ
る
。

'■ 

..

.

と
も
あ
れ
、
產
報
運
動
が
從
來

G

勞
務
管
理
事
務

Q

一
 

機
能
と
し
'

て
、
北(

の
中
に
本
運
動
の
.
運
用
を
委
せ
ら
る
、
如
_

に
於
い
て
は
.
 

結
周
單
純
故
る
勞
.资

偏

調

機

權

に

外

な

：
ら

ず

、

「

要

綱」

に
一
其
ふ' ^

セ

ろ

の

「

御
用
團
體
化」

す
る
惧
れ
な
し
と
.
し
な
い
の
.

で
あ
る
。
反 

對

に

、
事

業

場

と

r

表

裏
.
1

體

、

ニ

者

，不

可

分

」

0

關
係
を
確
立
せ
し
.め
ん
’と
す
.
る
限
5

、
勞
務
管
理
そ
の
も
の
、
指
•導
精
神
の
中
に

'格
げ
入
つ

て
、
’そ
の
.管
理
上
の
あ
ら

ゆ
.る
機
能
が
.か
V

る
精
神
の
具
體
的
表
.
現
た
ら
し
.：む
る
..

こ

と

.
が

肝

要

で

^

ら
ラ
。

旣
に
前
節
に
述 

ベ
た
'る
如
く
^
代
の
生
產
機
能
の
‘分
化
し
た
-る
^.
營
に
於
.い
.て
^-
'
、
經

營

權

成

機

能

と

經.營

充

當

機

能.の
'
分

裂

よ

り
レ
て

、
經
赞
有
機 

體
、
靡
業
有
機
體*

の
觀
念
を
把
挹
す
る
能
力
.は
#
钱
と
勞
務
者
と
で
は
箸
し
く
相
異
し
-て
ゐ
る
こ
と
.は
明
か
な
と
こ
.ろ
.で
あ
る
。
前
者 

に
於
い
て
は
經
營
因
的
'
興
の
權
成
、
國
家
的
意
義
を
.常
に
總
括
的
に
觀
察
.し
.得
る
機
#

4
經
驗
に
葸
ま
れ
て
.ゐ
る
に
反
し
て
、
後
莕 

に
双
い
て
は
斷
片
的
機
械
的
强
制
的
機
能
を
集
積
し
て
ゐ

：る
に
，過
；ぎ
な
い
，の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
畠
ま
の
糖
神
を
：勞
務
盏
問
に
膂
及
徹
庇 

す
る
こ
と
.は
そ
れ
肉
體
頗
る
筑
大
亊
業
で
あ
る
と
沄
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
勞
務
管
理
機
能
は
、
經
營
に
於
け
る
勞
務
者
の
也
活
上
の
諸
問 

題
を
^
括
的
に
双
双
か
も
の
' で
あ
る
.か
ら

し
て
、
こ
の
趣

の
事
業
が
當
然
に
其
の
手
に
管
掌
せ
ら
れ

る
こ
と
；ゝ
.な
る

の
で
あ
る

。
.0報 

舍
の
最
も
觅
要
な
る
^
項

の
一
部
分
が
熒
務
管
理
漭
の
手
に
委
ね
ら
れ
る
の
で
あ
る
0
.併
し
そ
.れ
は
决
し
て
、
從
來
の
勞
務
管
理
の
機 

能
に
產
報
遝
励
が
機
械
的
に
附
加
せ
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
す
，る
も
の
で
は
な
い
。
勞
務
渚
問
に
產
報
思
親
宣
傅
の
.爲

め

.
の

新

な

機

構

や
 

制
度
を
設
け
る
こ
と
に
よ
つ
て
純
然
.た
る
柚
象
的
思
.想
宣
傅
に
.終
ら
し
め
て
は
、

其
の
劲
來
は
大
平
は
抹
殺
せ
'ら
れ
る
こ
と
く
な
ら 

ぅ
。
そ
は
旣
述
.の
様
に
從
來
の
勞
務
管
理
機
能
を
新
な
指
導
精
神
に
よ
つ
て
更
生
し
む
る
.こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
卽
ち
勞
務
背
生
活
全 

體
に
對
す
る
科
學
的
硏
究
を
通
し
て
、
其
の
眞
.の
狀
態
と
意
志
と
感
情
を
，理
解
し
、
.
こ
れ
を
指
導
す
る
こ
-と
が
勞
務
衆
の
職
分
と
な
の 

‘で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
逾
牲
檢
査
、
作
業
分
析
、，時
間
研
究
、：
經
營
設
備
、
敎
育
施
設
、
福
利
施
設
懇
談
#
の
中
に
報
國
精
神
が
浸
潤 

し
、
こ
れ
に
よ
つ
て
.、
.勞
務
は
そ
の
作
業
場
を
通
し
て
興
の
他
.

Q

施
設
利
用
を
節
し
て
、
勞
働
の
尊
.重
と
職
分
と
を
自
覺
し
、
常
に
全 

■體
的
と
、
經
營
有
機
性
の
理
解
に
洎
か
ら
透
徹
せ
し
む
る
こ
と
が
必
耍
で
あ
る
。

,

勞
務
管
理
に
關
す
る
若
干
の
考
察
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四
ニ
ニ 

(

1
.七
.六
0〕

‘

•
. 

-

■

.,

.

'
三

.

.
'.

.

,.

次
に
努
務
赞
现
と
經
終
蟲
濟
性
の
.關
係
に
つ
い
て
翁
察
し
よ
う
。
勞
務
管
理
の
定
義
に
つ
い
て
■は
學
者
間
に
必
ず
し
もI

致
し
た
見

.

. 

. 

.

解
が
存
在
し
て
は
ゐ
な
い
。
米
國
に
於
け
る
斯
學
の
權
威
者
と
し
て
知
ら
る
X 

一K

1

Fは

'

_、

.「

M力
務
管
理(

p
e
r
s
o
n
a
l 

a
dm
i
n
i
s
t
r
a
t
i
o
n
)
，.

:^、
：

最
少
，の
人
力
と
刺
_
と
を
以
つ
て
ー
定
の
目
的
を
實
現
し
よ
う
と
す
る
組
織
體
の 

活
動
カ
を
、
協
同
的
精
神
と
職
員
の
眞
の
福
祉
に
對
す
る
適
正
な
る
顧
慮
を
以
つ
て
、
計
畫
し
、
監
視
し
、
■指
導
し
、
結
合
す
る
こ
と 

で
あ
る
と
宛
義
せ
ら
れ
よ
う」

(

註
一
.三〕

。
と
な
し
、
勞
働
管
理
は
、
勞
務
者
の
確
保
、
選
擇
、
任
命
と
特
殊
の
仕
事
及
び
組
織
に
對
す 

る
性
格
の
訓
練
、
矯
正
的
防
護
的
保
健
察
業
、
不*
平
の
調
整
と
規
栉
上
の
諸
問
題
、
雇
傭
及
び
勞
働
諸
條
件
の
密
議
に
對
.す
る
監
視
、 

雇
傭
關
係
及
び
作
業
環
境
を
考
慮
す
る
川
役
の
維
持
を
包
含
す
る
と
ム
も
に
、
最
後
に
、
+極
度
に
分
業
化
せ
ら
れ
、
勞
務
者
間
の
協
同 

及
善
意
が
、:-
職
員
の
能
率
及
び
彼
等
.

Q

經
濟
的
福
祉
に
必
要
と
せ
ら
れ
る
大
規
模
企
業
に
於
け
る
勞
務
の
銃
合
を
取
り
上
げ
る
と
こ
ろ 

.
Q

も
の
で
あ
る
。 

' 

‘

'

„ 

、

こ
の
定
義
^

つ
い
て
考
へ
る
に
、，
彼
に
於
い
て
は
.、
協
同
的
精
神
を
、以

つ

て

、

■
雇
傭
保
健
、
敎
育
、
勞
資
問
題
の
調
髂
人
辦
關
係
べ 

對
す
る
施
設
を
以
つ
て
勞
働
客
の
眞
の
福
祉
を
癖
す
こ
と
を
意
圆
す
る
經
營
內
に
於
け
る
活
動
が
勞
務
赞
理
で
あ 

•る
と
考
へ
て
る
と
約 

言
せ
ら
れ
得
よ
う
。
組
織
成
艮
の
厚
坐
を
.主
眼
と
す
る
活
動
で
あ
り
、
而
も
:|
]
:ハ.の
職
員
は
社
#
的
に
は
劣
弱
な
る
地
位
に
遨
か
れ
て
ゐ 

る
も
の
で
あ
る
か
ら
1
て
、
經
營
內
に
於
け
る
か
、
る
意
味
に
於
け
る
勞
務
管
理
は一

、
種
の
社
#.
事
業
で
あ
る
と
稱
し
て
も
差
支
な
：

S

 

で
あ
ら
う
。■叉

事

實

彼

は

一

.
九

111

七
^-Q

社
會
事
業
年
鑑
に
於
い
て
、

r-
l

t
會
事
業
の
性
1 -

を
帶
ぶ
る
も
の
で

あ

つ
て
、
そ
の
異

ふ

點i ]̂X： 
t

ノ
 

i

T

,

i
 
j
 

-

j}——

-

j 

-

は

I

つ
は
外
部
的
な
施
設
に
よ
つ
て
行
は
る〜

の
に
、

1

は
エ
場
の
內
部
だ
け
で
行
は
る
\

も
の
で
あ
る」
ハ
註
ー
四
％

と
さ
へ
述
べ
て 

ゐ
る
.
の
'

で
あ
る
。

か

、
る
徙
會
事
業
と
目
せ
ら
る
へ
、へ
き
康
業
を
經
營
内
に
設
く
る
こ
と
は「

多
數
人
を
使
用
す
る
經
營
者
の
義
務」

1

で 

.
あ
る
と
云
ふ
な
れ
ば
.
、
そ
の
社
#

道
德
論
.
の
立
場
か
ら
し
て
.
首
肯
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
.
で
あ
る
が
、
併
レ
、
旣
に
述
べ
^

樣

に
、
經
營
經

-
#
1

に
於
け
る
一
切
の
組
織
化
の
极
源
を
經
濟
牲の

..

上
昇
に
置
く
と
す
れ
ば
、
か
-̂
る
社
會
蕻
業
的
勞
務
管
理
が
經
濟
性
維
持
發
展
の
不

0

可
缺
的
要
請
と
し
て
存
在
し
て
.ゐ
る
點
を
十
分
に
顧
慮
す
る
ヒ
.と
を
要
す
る
の
で
は
な
か
ら
ラ
か
。
勿
論
彼
に
於
い
て
も
定
_
に
晃
る

様

に

能

率

！̂加
を
指
摘
し
て
ゐ
る
が
そ
れ
は
副
次
的
意
義
を
し
，か
與
へ
ら
れ
て
ゐ
な
い
。

•
.

. 

..

能
率
は
勞
務
管
理
上
の
通
念
に
よ
れ
ば
、
機
能
の
上
昇
で
は
な
く
し
て
機
能
の
適
茁
な
る
意
味
で
あ
る
。
精
神
的
肉
體
的
適
性
に
對 

L
て
こ
れ
と
均
衡
あ
る
仕
事
と
を
關
聯
せ
し
む
る
こ
と
に
よ
つ
て
機
能
を
適
正
な
ら
し
む
る
こ
と
で
あ
る
。
か
様
な
オ
プ
テ
ィ
マ
ー
ル 

の
原
則
に
よ
る
經
營
內
に
於
け
る
全
機
能
の
適
正
化
は
經
營
合
理
化
の
眞
隨
で
あ
る
と
も
云
へ
よ
ぅ
。
勞
務
管
理
は
正
に
か
ゝ
る
適
合 

關
係
丨
適
材
適
所—

を
普
通
的
に
設
置
す
る
こ
と
の
中
に
其
の
眞
の
意
義
が
存
す
る
の
.，で
あ
る
と
の
見
解
を
抱
く
論
者
が
あ
る
。
我
國 

に
於
い
て
多
く
こ
の
種
の
論
者
を
發
見
し
得
る
。
こ
の
種
の
論
者
.に
よ
れ
ば
、
.所
謂
勞
務
或
は
人
事
關
係
に
對
す
る
經
營
上
の
管
理
は 

雇
傭
''
選
擇
、
保
健
、
敎
育
其
CD
他
の
他
各
般
の
镇
實
に
及
ぶ
も
の
で
あ
る
が
究
極
す
る
と
こ
.ろ

か

、
る

適

合

關

係

の

_
達

を

意

阖

ず 

_

る
も
の
.で
あ
る
。.
社
會
事
業
的
諸
旣
設
も
結
局
に
於
い
て
か
、
る
問
題
の
，解
决
に
資
す
に
外
な
ら
ぬ
こ
と〜

な
る
。
例
へ
ば
我
國
に
於 

い
て
勞
務
管
理
上
^
標
準
的
な
勞
作
を
‘な
し
て
ゐ
る
淡
地
博
士
爿
人
事
瞥
理
し
に
っ
い
て
見
よ
ぅ
々

.「

産
業
に
於
け
る
人
事
管
理
の
：要
諦
は
產
業
本
來
の
目
的
と
之
に
關
與
す
る
人
的
諸
因
子
と
.の
間
に
、
協

應

情

態(
a
d
j
u
s
t
l
m
)

を 

■

.

勞
務
管
理
に
關
す
る
贫
干
の
考
察
：
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に
.
關

す

る

洛

干

の

考

察

 

妳

ニ

西

(

一
七
六|t

ノ
，
 

成
立
せ
ー
•む
る
に
在
り
、：

こ
れ
が
方
法
と
し
て
は(

j )

_產
業
の
要
求
に
適
合
せ
る
從
業
員
を
得
て
、(

ニ)

.こ
れ
を
其
の
，性
情
に
應
じ
て 

働
か
し
め
る
.の
.外
な
く
、
之
を
概
括
す
れ
ば
、
結
局
從
業
員Q.

敎
育
と
保
全
の
.一.，一
大
.馨

に

M
着
す
るo

而
し
て
こ
の
際
、
方
法
選
擇 

の
.規
標
と
し
て
は
.適
合
'

(

オ
ブ
テ
ィ
.マ
ム)

の
原
理
に
從
ふ
べ
，き

は

搏

言

を

要

1
な
い
で
あ
ら
ぅ
。
然
る
に
從
業
敎
實
の
問
題
に
は
、
 

こ
れ
に
附
都
し
てj

，群Q
S

究
問
題
が
あ
る
。
蓋
し
產
業
の
要
求
に
適
合
せ
る
從
業
員
、
卽
ち
M .
材
を
得
る
爲
め
に
は
、
先
づ
產
業
の 

要
求
に
合
致
せ
る
资
質
の
人
物
を
選
び
、
こ
れ
が
雇
傭
を
組
織
化
し
、
之
を
合
肖
的
に
訓
練
し
、
適
當
な
る
部
器
に
配
置
し
、
之
.が
生

拥
.の
间
上
を
1!
1
り
'，
今
後
の
仲
展
を
期
す
る
爲
め
、
特
に
必
要
な
る
敎
育
を
念
る
べ
き
で
は
な
い
。
.
.

：
：
.
次
に
^
業
員
っE

ぶ
全」

-

は
雜
竟
、
勞
働
办
の
養
護
に
外
な
ら
ず
、
之
に
も
一
群
の
硏
究
問
題
が
蹐
聯
す
る
，0.
卽
ち
從
業
員
の
心
理
に
立
卿
し
、
其
の
環
境
を
考 

慮
し
、

一
方
に
於
い
て
作
業
情
態
を
快
適
'な
ら
し
め
、
勞
務
組
織
を
有
機
化
し
、
.奉
仕
協
力
に
愉
悅
を
感
ぜ
し
む
る
と
共
に
、
' 他
方
に 

於
い
て
は
給
與
並
に
待
迦
を
適
茁
な
ら

し

.め

、

保
#
並
.に
‘福
利
の
.施

設

を

充

實

し

 

> 
安
慰
と
滿
足
と
を
以
つ
て
從
業
勤
續
し
得
ら
れ
る 

や
ぅ
、H

作
す
る
こ
と
が
必
要
で
I

T

S
.一
 

五〕

_

な
協
應
情
態
或
.は

適

合

原

則

が

勞

務

者

の

置

条

業Q.

驚

I

導
き
來 

る
も
の
で
あ
る
と
の
指
導
理
念
は
、
'其
の
他
若
干
の
著
作
の
中
に
も
認
め
声
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
0
例

へ

ば

榈

原

博

士

，は

其

の

「

罾

務 

管

理」

に
.於

い

て
、

.

「

吾
々
の
觀
念
し
て
^ .

る
と
こ
ろ
'•
の
，產
業
經
營
の
合
理
化
と
云
ふ
こ
と
は
、

©
I

然
科
學
、
榕
神
科
學
.
の
供
す
る
あ
ら
ゆ
る
.
技
術
^
及 

•
，
ガ

組

織

的

手

段

を

應

用

し

て

人

問

勞

働

Q

生

產

性b

昂
め
る
ご
と
で
.
あ
つ
て
、
.•其

の
結
果
は
當
然
に
、
產
業
の
繁
榮
と
勞
働
者
に
對
す 

る
努
ブ
の
輕
減
と
を
^

來
し
.

勞
傲
紫
の
&
康
と
生
產
カ
と
を
最
大
^ -
度
.に
保
持
す
る
も

0
__で
.な
.く
ては
な
.
ら
ぬ
.”
故
に
そ
xt

^
装
竞

-

人
間
の
生
命
を
重
ん
じ
、
人
格
を
尊
ぶ
こ
と
に
外
な
ら
な
い
。

こ
の
意
味
に
於
い
.
て
合
理
化
運
動
は
、
文
化
的
敎
育
的
向
上
を
條
仲
、と

す

る
0

そ

れ
は…

…

實
に
あ
ら
ゆ
- ^

作
業
能
カ
の
至
的
最
善
丨

…

の
利
用
を
+
意
阖
し
，.
其
の
方
法
を
講
4

る
も
.Q
で

あ

る

，
。
.

.

.

.

.こ

の

.
 

.

.
 

.
 

.
 

.
 

.

こ
と
は
值
ち

.

に
勞
務
管
理
の
指
導
精
神
た
る
べ
き
も
の
で
あ

.

る
。」

(

註
士

0
と
。

.

■

'

' 

■

産
業
M力
務
容
を
、

ー
倘
の
生
理
的
心
理
的
更
に
人
格
的
個
人
と
し
て
柚
象
し
、
而
し
て
其
の
適
性
と
彼
の
行
ふ
仕
事
と
の
關
係
を
適 

茁
な
ら
し
め
る
こ
と
が
、
勞
働
の
it
，悅
と
最
も
安
常
な
る
人
的
生
産
力
の
增
加
を
結
染
す
る
こ
と
\
な
る
こ
と
は
疑
ひ
得
な
い
と
こ
ろ 

で
あ
る
。
自
山
资
本
主
義
の
時
代
の
.産
物
と
し
て
屣
々
指
摘
せ
ら
丸
.る
單
調
、
倦
怠
、
苦
役
、
過
勞
、
失
！

T

類
廢
と
云
っ
た
人
格
的 

.生
衛
的
疾
患
が
、
か
樣
な
適
正
關
係
の
存
在
し
て
ゐ
る
限
り
に
於
い
て
は
發
坐
し
得
な
如
っ
た
で
あ
ら
ぅ
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
然
し 

な
が
ら
、
か
様
に
人
間
本
然
の
姿
を
描
き
出
し
て
そ
れ
.の
勞
働
關
係
を
或
は
心
理
學
的
に
動
作
學
的
に
或
は
勞
働
科
學
的
に
醫
學
的
に 

討
究
し
、
こ
れ
を
以
っ
.て
勞
働
管
理
を
實
行
.せ
ん
と
す
る
こ
と
は
勞
務
管
理
.の
具
體
的
方
法
を
示
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
對
し 

て
個
々
の
經
營
に
於
い
て
.、
勞
務
霄
理
と
し
て
こ
の
方
法
の
行
は
^
る
程
度
、

其

0
効
猓
を
制
約
す
る
客
觀
的
條
件
に
つ
い
て
は
別
•
 

.に
薄
慮
し
て
^
る
こ
と
を
要
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
の
三
點
を
注
意
ず
べ
き
で
あ
る
と
思
ふ
。
第
一
に
は
勞
務
tr
理
者
.
 

が
こ
の
點
に
‘つ
い
て
、
十
分
な
る
理
解
を
荷
す
る
と
ぐ
も
に
、
其
の
成
娘
を
向
上
す
べ
く
硏
究
を
怠
ら
な
い
か
否
か
で
あ
る
。
勞
務
管 

理
盏
自
體
が
資
本
家
の
代
辨
者
の
如
き
考
へ
.ょ
り
、
勞
務
裔
を
商
品
勞
働
視
し
す
る
と
か
、.
產
報
會
を
御
用
剿
體
視
す
る
と
か
、
或
は 

又
淺
薄
な
溫
情
龙
義
を
以
っ
て
、
料
學
的
調
査
を
輕
視
す
る
と
き
は
、
た
.と
へ
如
何
程
費
用
が
こ
れ
に
用
ひ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
十
分
合 

理
盼
な
勞
務
赞
现
機
能Q

發
现
を
期
待
し
.#
な
い
乙
と
は
當
然
.で
あ
る
。
第
一
一
に
菏
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、.
勞
務
管
理
制
度 

勞
務
管
现
に
關
す
る
若

干

，
の

考
察
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勞
務
管
理
に
關
す
る
若
千
の
考
察

'
 

3
二

六

(

ー
七
六

4)

• 

■
.
が
經
營
に
於
け
る
一
個
の
制
度
で
あ
る
以
上
、
經
營
者
或
は
勞
務
管
理
者
が
如
何
程
大
な
る
抱
負
を
懐
い
て
ゐ
る
と
し
て
も
、
..結
局
に 

於
い
て
.經
營
經
濟
性
に
よ
っ
て
：
ー.般
的
に
制
約
せ
ら
れ
て
ゐ
る
事
實
で
あ
る
°
卽
ち
、
勞
務
管
理
の
實
行
の
段
度
と
其
の
成
搌
は
淫
t 

，經
濟
fi
と

の

關

聯

に

於

い

て

考

へ

も

れ

，な

く

て

は

な

ら

ぬ

。
經

篇

營

は

社

會

事

業

で

は

.な

い

：0

勞
務
者
そ
れ
自
身
の
滿
足
や
偸
悅
を 

政
接EET

的
と
す
る
も
の
で
は
な
い
0
其
の
眞
の
.生
命
は
、.

經
濟
性
あ
る
經
營
給
付
の
提
供
に
あ
る
の
.で
あ
る
か
ら
し
て
、
.經
營
に
於
け 

る
經
營
考
を
初
め
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
系
列
に
包
含
せ
ら
れ
る
勞
務
溝
が
全
體
と
し
て
、
こ
の
方
.嚮
に
向
つ
て
等
し
い
姿
勢
を
と
る
こ
と 

が
、
絕
對
に
必
要
で
あ
る
0
.か
様
，方
姿
勢
を
と
ら
し
め
る
こ
と
の
中
£
勞
務
管
理
の
意
義
が
存
す
る
の
で
は
な
い
か
と
劳
へ
るc 

_
 

は
し
か
し
か
く
主
張
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
從
來
勞
働
科
學
、
動
作
學
、
勞
.働

心

理

學

、
經

營

社

會

學

.の

衡

し

た

貴

重

な

る

硏

究

產

業 

.
を
無
視
し
よ
う
と
.す
る
も
の
で
は
な
い
。
否
反
對
に
、
勞
働
能
力
と
仕
事
の
關
係
、
經
營
に
於
け
る
人
的
諸
關
係
に
對
す
る
科
學
的
諸 

研
究
た
對
し
て
は
、
こ
れ
を
最
も
愼
德
顧
慮
し
、
か
様
な
硏
究H

基
礎
付
け
ら
れ
た
合
理
的
政
策
が
.と
ら
れ
る
こ
とQ

必
要
を
痛
感 

す
る
の
で
あ
る
。
蓋
し
、
こ
れ
が
經
營
經
濟
性
を
時
續
的
に
.保
證
す
る
募
た
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
經
營
經
濟
性
の
高
い
結 

.

搌
と
し
て
ー
屛
廣
汎
な
、
迀

0
合
理
的
な
勞
務
管
理
制
度
を
採
る
こ
と
も
出
來
る
し
、
又
、
經
濟
性
の
上
る
豫
想
の
も
と
に
本
跗
度
の 

馨

が

行

は

れ

る

。
塔
經
濟
刊
を
中
心
軸
と
す
る
。
こ

Q

點M

っs

て
稍
々
駄
足
.の
よ
う
.で
あ
る
が
機
械
の
採
川
せ
ら
れ
る
狀
態
を 

,1

考
L
よ
う
。
蓋
し
そ
れ
.が
勞
務
管
理
制
度
の
範
圍
の
決
定
と
.招
通
ず
る
も
の
を
示
し
て
ゐ
■§
か

ら

で

あ

る

。
技
術
的
合
理
化
の
，最

高 

段
偕
を

割

す
る
も
の
は

櫸

械

化
で
あ
る
0
經
營
が
其
の

人
間
労
働
を
最
後
ま

^
分
解
し
て
こ
れ
に
機
械
を
充
t -
せ
し
め
る
こ
と
の
必
要 

は
合
理
化
の
要
求
ん
：る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
而
し
て
こ
の
こ
と
の
爲
め
に
は
機
械
學
そ
れ
自
體
の
.研
究
の
產
艰
を
常
に
留
袞
し
按
用
す
る

用
意
を
有
ず
る
こ
と
は
當
然
で
あ
る
。
併
し
な
が
ら
、
あ
ら
ゆ
る.
經.
營
が
か
、
る
機
械
の
採
用
を
無
制
眼
に
究
棰
に
巷
押
し
進
め
る
用 

•意
が
あ
る
か
と
一

K

ふ
に
俗
ず
し
も
そ
ぅ
で
は
な
い
。
搌
し
て
當
該
機
械
の
採
用
が
庀
常
營
#

度
卽
ち
オ
プ
テ
ィ
マ
1
ル
の
.作

業

を

維

持 

し
得
る
や
否
や
の
問
題
が
と
り
上
げ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
し
、
更
に
舊
來
の
設
備
の
消
部
狀
態
、
新
機
械
の
も
と
に
於
け
る
股
恨
的 

利
益
の
諸
問
題
が
解
决
せ
ら
れ
た
後
で
な
け
れ
ば
最
後
の
斷
案
は
下
し
得
釔
い
で
あ
ら
ラ
。
換
言
す
れ
は
生
產
力
の
堦
大
を
馓
す
と
云 

ふ
事
柄
だ
け
で
は
問
題
は
决
定
せ
ら
れ
な
い.
の
.
.で
あ
っ
て
、
こ
の
事
柄
が
更
に
經
營
經
濟
性
の
篩
に
.か
け
ら
れ
て
後
に
初
め
て
.採
用
せ 

ら
れ
る
の
で
あ
る
。.
經
濟
す
る
こ
と
は
nf
'

©
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
單
純
な
る
生
產
カ
增
加
の
技
術
と
は
自
か
ら
別
個
の
も
の
で 

あ
る
，。
人
間
の
問
題
に
っ
い
て
も
^
れ
と
稍
々
.同
様
な
こ
と
が
云
へ
な
い
で
あ
ら
ぅ
か
。
も
と
ょ
り
勞
務
管
理
が
人
間
の
^

活
に
關
す
.
 

る
問
題
で
あ
り
、
引
い
て
は
一
.國
全
體
の
國
力
、
道
徳
、
情
操
に
關
す
る
問
題
で
あ
る
か
ら
し
て
?:
れ
が
眞
刻
な
る
一
面
を
有
す
る
こ 

は
充
分
に
理
解
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
.然
も
尙
經
營
が1

.

個
の
'經
濟
と
し
て
國
民
的
需
耍
を
滿
足
す
る
部
分
機
能
の
負
擔
荠
と 

し
て
、
十
分
に
意
義
あ
る
存
在
た
る
が
爲
め
に
は
、
經
濟
的
に
需
要
を
充
於
す
る
立

.
場

か

らこ.
の
問
題
が
考
慮
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら 

な
い
の
■で
あ
る
。
經
濟
性
は
謂
ふ
迄
も
な
く
原
價
と
價
格
の
關
係
に
於
い
て
决
定
せ
ら
れ
る
。
こ
の
超
へ
難
いI

線
の
限
界
内
に
於
い 

て
、
.科
學
的
硏
究
を
菡
礎
.と
す
る
合
理
的
勞
務
管
理
が
冇
は
る
.

と
に
ょ
っ
て
、
全
勞
務
客
の
作
業
狀
態
0.

改
善
が
原
價
引
下
げ
に 

寄
與
す
る
と
X
も

に

、
.
組

織

の

安

定

を

結

艰

す

を

も
の
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
:0-

4

ユ
ー

ラ
ナ.
1
ク
は
.經

營

社

會

■

業
に
新
生
面
を
開
い 

た
も
の
で

あ
る
が
經
營
の
失
敗
は
社
會
事
業
の
失
敗
で
あ
っ
た
0.

最
近
に
於
.い
て
我
阈
に
於
い
て
平
和
産
業
部
面
に
比
し
て
時
局
產
業 

部
面
に
.於

け

る

福

利

施

設

の

急

激

の

增

加

は

、
經

濟

性

と

勞

務

管

理

機

能

と

の

關

聯

.の

一

面

を

示

す

も
の
で
あ
る
。
勞
務
管
理
に
對
す

勞
務
管
理
に
關
す
る
華
の
考
察 

.
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四

ニ

八

「

•

七
ナ
、
六〕

る
数
W
は

無

益

な

，る

投

资

で

は

な

い

と
は
米
國
の
企
業
家
に
聽
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
風
に
角
投
資
と
し
て
意
^

- 

. 

-

. 

- 

* 

' 

.
 

. 

.
「 

. 

せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
經
營
勞
務
赞
理.

9

特
質
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
？
こ
の
事
實
は
社
會
政
策
上
の
立
場
よ
り
す
れ
ば
、
极
本
的
に

改
善
す
る
餘
地
が
あ
る
.で
あ
ら
ぅ
け
れ
ど
も
、
現
我
の
货
幣
分
業
經
濟
の
本
質
と
結
合
し
て
ゐ
る
事
實
.で
あ
る
。
そ
こ
で
第
三
に
勞
務

饬
理
わ
問
題
が
經
營
を
犁
位
と
し
て
ゐ
る
全
社
會
の『

般
經
濟
問
題
と
揲
行
す
る
面
が
靶
振
せ
ら
れ
农
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る0

坐
產
、
金
，

配
給
の
合
理
的
社
會
的
縮
合
統
制
機
關
の
，發
展
に
よ

.る
合
理
的
價
格

、

覆

の

靈

の

問

題

が

、

直

接

の

.
關

係

を

持

っ

て
來
る
の
.で
あ
る
0
ギ
レ
ク
ブ
の
宏
ふ
、
經
濟
社
食
に
於
け
：る
安
常
な
る
赖
合
關
係
の
'成
立
が
合
理
的
勞
務
管
理
の
條
件
と
な
る
こ
と

理
解
し
得
る
§

あ

る

。

現
在
の
我
，國

の

統

制

經

濟

下

に

於

い

て

は

先

：に

.も

觸

れ

た

よ

ぅ

に

高^ -
國

防

國

家

の

建

設

が

經

濟

政

策

の

根

幹
を
な
し
て
ゐ
る
ひ
で
あ
る
か
ら
し
て
、
こ
の
立
場
'か
ら
し
て」

切
の
產
業
が
最
も
合
理
的
杧
組
織
せ
ら
れ
、
關
聯
せ
し
め
ら
れ
る
よ

ぅ
に
.公
的
統
仰
が
行
は
れ
て
ゐ
.る

,0
而

し

て

其

の

.結

果

と

し

て

經

濟

性

が

あ

ら

ゆ

る

產

業

に

於

い

て

等

し

い

限

界

を

荷

す

る
樣

I

發
展

，
せ

し

め

ら

れ

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

Q

典
の
過
.程y

於
い
て
、
'こ
：の
新
軌
道
に
如
何
に
適
合
す
る
か
は
產
業
自
體
の
國
防
經
濟
上
に
有
す

- 

/

る
煎
要
蚀
に
よ
っ
て
異
る
こ
と
は
云
.ふ
迄
も
な
い
0

勞
務
管
理
の
：機
能
も
亦
.か
V

.

る
社
#
經
濟
全
體
の
榧
移
に
よ
つ
て
深
く
條
件
づ
け 

ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
誇
過
し
難
-い
。
卽
ち
、
かv

r

る

全

體

的

銃

制

政

策

の

目

標

に

向

つ

て

、
,協

同

し

順

應

す

る

こ

と

な

く

し

て

は

實

現 

.の
機
能
の
發
現
は
闲
難
と
な
る
O

M
へ
ば
最
泜
現
は
れ
た
る
賃
銀
.統
龊
令
に
於
け
る
最
高
V
最
低
、
總
額
賃
銀
統
制
式
方
式
の
如
き
、

或
は
#
社
經
理
統
制
令
に
於
け
る
"
福
利
施
設
に
對
す
る
澈
制
規
定
の
.如
§
は
、
、
個

麻

生

產

經

濟

上

に

於

け

る

勞

務

管

：理
の
沽
動
を
箪 

.
-に
方
向
付
け
る
.の
み
^
は
な
.く
、
：
其
の
程
度
を
定
め
て
國
防
國
家
連
訟
の
最
高Q

 

H
的
よ
'り
逸
脫
す
る
こ
と
な
き
も
の
た
ら
し
め
ん
と

す
る
の
で
あ
る
。
铳
制
經
濟
の
發
展
と
、
も
P

、

こ
の
種
の
統
制
の
.

强
化
は
當
然
な
る
べ
く
、
然
も
、
そ
れ
が
设
族
金
髌
の
厚
生
を
確 

保
す
る
爲
め
の
必
然
的
條
件
な
る
こ
と
を
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
而
し
て
、
各
倜
別
經
營
に
.
於
.
い
て
は
か
\
る
條
仲
内
に
於
い
て
十
分 

に
、
合
理
的
な
る
管
理
方
策
を
考
究
し
て
，、
統
制
の
劾
课
あ
ら
し
む
る
と
も
に
、
進
ん
で
、
統
制
を
指
瑶
す
べ
さ
資
料
の
蒐
集
に
努
む 

べ
き
で
あ
ら
ラ
。
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諸
威
に
お
け
る
最
古
，の
傅
承
文
書
は
、
第
十
一
世
紀
末
に
作
成
さ
れ
たo

ulath

5-g
s
b
6
k

即
ち
グ
ウ
レ
地
區
の
妈
會
.の
.
法

律

寄

で

あ
 

る
s

o
こ
の
頃S

i

威
に
は
制
法
民
#
が
三
つ
あ
り
、
現
往
の
ド
-«
ン
ト
ハ
ィ
ム(

ト
1

エ
ム)

一
帶
の
北
部
地
區
にF

r
o

lh
in

g
、

ベ 

ル
ゲ
ン
牝
方
の
西
部
地
區
にG

u
la

th
in

g
、

衆
部
の
內
險
地
方
及
び
ヴ
ィ
ク
地
.方

に
w

OI
s
i
v
l
B'
c/
q

が
バ
キ
一
回
叉
は
數
间
開
か
れ

て 

ゐ
た
g
o
.そ
し
て
夫
々
の
地
區
に
適
相
さ
れ
た
法
#
書
の
編
貘
は
、
ダ
ク

ラ
民
會
.の
そ
れ.
が
谠
初
で
あ
り
、
フ
ロ
ス
タ
民
會
法
雜
書
が 

こ
れ
に
次
い
で
ゐ
る
が(

第
十
二
世
紀)

、
上
ィ
フ
シ
ヴ
ァ
坭
會
の
も
の
は
そ
の
大
部
分
が
失
は
れ
て
.今
日
傳
は
つ
て
ゐ
な
い
⑶
。
本
稿 

は
、
グ
ウ
ラ
民
會
法
律
書
を
中
心
と
し
て
、
當
時
の
諾
威
農
業
の
一
班
、
特
.に
農
地
1«
:
襲
に
つ
い
て
窺
ふ
こ
と
を
目
的
と
す
る
(4
)
0
 

.
と
こ
ろ
で
、
こ
の
グ
ウ
ラ
民
會
の
法
律
書
.に
あ
ら
は
れ
た
と
こ
ろ
を
以
て
，
第
十 

一
、

二

世

紀

頃

の

諾

威

農

業

肷

態

を

考

察

す

.る
楊 

合
(5
)

、
.豫
じ
め
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
點
亦
若
干
あ
る
。
い
ふ
ま
で
も
な
く
こ
の
法
律
菁
は
、
.謂
妙
る
北
部
ゲ
ル
マ
ン
系
銃
の
も
の
.で
あ 

中
世
諾
威
の
農
地
世
篛
.
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